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Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表
紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民
の笑顔やイベント行事などの写真をお送りく
ださい。
　採用になったお写真は、『議会だより』表紙
に掲載するとともに、誌面で紹介させていた
だきます。また、和気町ＰＲグッズを差し上げ
ます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームペー
ジをご覧いただくか、事務局までお問い合わ
せください。

写真はイメージです。

　編
集
委
員
会
委
員
と
し
て
2
年

間
、議
会
広
報
誌
の
編
集
に
携
わ
り

ま
し
た
。そ
の
間
、私
な
り
に
目
指

し
た
も
の
は
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。

い
く
ら
立
派
な
議
会
で
あ
っ
て
も
、

町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
手
段
の
一

つ
で
あ
る
広
報
誌
の
正
確
性
や
、品

質
が
低
け
れ
ば
台
無
し
に
な
り
ま

す
。と
は
い
え
、大
き
な
失
敗
も
あ

り
、反
省
ば
か
り
で
す
が
、お
か
げ

さ
ま
で
何
と
か
8
回
の
編
集
を
終

え
ま
し
た
。

　さ
て
、和
気
町
の
議
会
広
報
誌
に

は
、多
く
の
Q
R
コ
ー
ド
が
つ
い
て

い
ま
す（
今
号
は
15
か
所
）。ス
マ
ホ

を
か
ざ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、簡
単

に
そ
の
部
分
の
動
画
が
再
生
さ
れ

ま
す
。議
会
広
報
誌
は
、要
約
で
あ

り
、フ
ル
映
像
へ
導
く
手
段
で
も
あ

り
ま
す
。正
確
な
内
容
は
映
像
で
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

　（我
澤 

隆
司
）

編
集
後
記

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyoseijoho/wakichogikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

和気町議会

第75号
令和6年
12月定例会

❹ 12月定例会より　❻ 質疑と答弁　❽ 委員長報告　❾ 一般質問

❷ 視察報告 総務文教常任委員会

「笑顔と幸せに包まれた一年になーれ」

今月の表紙

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町大中山
議会広報編集委員会
大中山では毎年1月2日に獅子舞がやって
きます。訪問先ではお正月に集まったご家
族皆さんが出迎えます。かわいい笑顔弾け
るベストショットが撮れました。

一部加工・トリミングして掲載しています。



高
校
生
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

山本 稔（委員長）
当瀬 万享
山本 泰正
我澤 隆司
山田 浩子

出席した委員会
メンバー

令
和
6
年
10
月
29
日
〜
30
日

大
分
県

豊
後
高
田
市
・
宇
佐
市

視
察
報
告 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
大
分
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
二
つ
の
ま
ち
、豊
後
高
田
市
と
宇
佐
市
へ
調
査
研

究
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
両
市
と
も「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
※
」上
位
常
連
の
ま
ち
。今
回
の

調
査
研
究
の
テ
ー
マ
は「
移
住
定
住
」と「
議
会
改
革
」を
選
び
ま
し
た
。年
に一
度

の
委
員
会
と
し
て
の
視
察
で
す
が
、2
日
間
に
わ
た
り
、両
市
の
協
力
を
得
な
が

ら
、講
義
と
現
地
視
察
を
交
え
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐伯市

津久見市
臼杵市

豊後大野市

大分市

竹田市

由布市

別府市

九重町

玖珠町

宇佐市

豊後高田市
国東市

姫島村

杵築市

日出町

中津市

日田市

大分県

　
令
和
２
年
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

紙
と
の
併
用
期
間
を
経
て
、令
和
３
年
か
ら

完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
が
始
ま
っ
て

い
る
。経
費
や
労
務
作
業
の
削
減
な
ど
の
効

果
が
出
て
い
る
。た
だ
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
補

完
す
る
た
め
の
紙
資
料
は
必
要
で
あ
る
。和

気
町
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
が
、

使
い
方
の
さ
ら
な
る
講
習
や
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会

議
の
体
験
会
な
ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た
寄
付
金
約
4
億

円
の
う
ち
約
2
億
円
を
子
育
て
支
援
で
活

用
す
る
な
ど
し
て
、0
歳
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
、保
育
園
か
ら
中
学
校
ま

で
給
食
費
無
料
化（
地
元
の
高
田
高
校
生
も

無
料
提
供
予
定
）な
ど
徹
底
し
た
子
育
て
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。幼
小
中
の
普
通
教
室

の
冷
暖
房
完
備
や
奨
学
金
の
支
援
事
業
な

ど
、目
を
引
く
も
の
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
、昨
年
度
か
ら
の
敬
老
会
へ
の
補
助
金
の

倍
増
や
、祝
い
金
も
手
厚
く
す
る
な
ど「
高

　
平
成
２８
年
よ
り
、議
会
や
政
治
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
る
観
点
か
ら
、高
校
生
議
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。市
内
５
校
、各
４
名

程
度
の
生
徒
が
参
加
し
、実
際
に
施
策
と
し

て
実
現
し
た
提
案
も
あ
っ
た
。和
気
町
で
開

催
さ
れ
て
い
る
中
学
生
議
会
と
と
も
に
、高

校
生
の
視
点
か
ら
の
提
案
も
、和
気
町
に

と
っ
て
有
意
義
な
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

視
察
・
調
査
内
容

宇
佐
市

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
和
気
町

の
移
住
定
住
に
生
か
せ
る
と
思
わ

れ
る
補
助
金
、奨
励
金
や
、さ
ら
な

る
移
住
定
住
策
、高
校
生
議
会
な
ど

各
委
員
が
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
、す

ぐ
で
き
る
も
の
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。今
後
の
各
議
員
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。　
　（
山
本
委
員
長
）

視
察
を
通
じ
て

新しくなった宇佐市議場にて

豊後高田市研修風景

宇佐市高校生議会の様子

瀬戸内海に面し、温暖な瀬戸内気
候のまち。「豊後高田昭和の町」が
2017年のアジア都市景観賞を受
賞した。ふるさと納税された寄付金
をすべて子育て支援に活用するな
ど、子育て支援の町としても有名。

豊後高田市 概要

●人口：21,748人
●面積：206.24㎢

全国２万社の八幡宮の総本宮である
宇佐神宮があることで有名。大分県
内有数の観光都市。
和気町とは、和気清麻呂公と宇佐神
宮という深い縁により、平成元年に姉
妹都市提携。

宇佐市 概要

●人口：51,955人
●面積：439.05㎢

齢
者
も
住
み
や
す
い
田
舎
」を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
。

　
財
源
の
手
当
て
の
や
り
方
、住
民
へ
の
多

く
の
補
助
金
の
提
示
な
ど
、一
歩
先
行
し
た

施
策
の
積
み
重
ね
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

※宝島社の雑誌「田舎暮ら
しの本」が2013 年 2月号
から発表するランキング。全
国 547 の市町村に 314
項目をアンケートし、田舎暮
らしの魅力を数値化、人口別
に 7 グループに分けそれぞ
れ 4 部門のランキングを発
表している。

移
住
定
住
に
つ
い
て

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
13
年
連
続
ベ
ス
ト
３
、

5
年
連
続
全
部
門
1
位
の
取
り
組
み

視
察
・
調
査
内
容

豊
後
高
田
市

3/5

宝
島
社
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』

第
13
回
「
2
0
2
5
年
版 

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
リ
リ
ー
ス

2



高
校
生
議
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

山本 稔（委員長）
当瀬 万享
山本 泰正
我澤 隆司
山田 浩子

出席した委員会
メンバー

令
和
6
年
10
月
29
日
〜
30
日

大
分
県

豊
後
高
田
市
・
宇
佐
市

視
察
報
告 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
大
分
県
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
二
つ
の
ま
ち
、豊
後
高
田
市
と
宇
佐
市
へ
調
査
研

究
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
両
市
と
も「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
※
」上
位
常
連
の
ま
ち
。今
回
の

調
査
研
究
の
テ
ー
マ
は「
移
住
定
住
」と「
議
会
改
革
」を
選
び
ま
し
た
。年
に一
度

の
委
員
会
と
し
て
の
視
察
で
す
が
、2
日
間
に
わ
た
り
、両
市
の
協
力
を
得
な
が

ら
、講
義
と
現
地
視
察
を
交
え
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐伯市

津久見市
臼杵市

豊後大野市

大分市

竹田市

由布市

別府市

九重町

玖珠町

宇佐市

豊後高田市
国東市

姫島村

杵築市

日出町

中津市

日田市

大分県

　
令
和
２
年
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

紙
と
の
併
用
期
間
を
経
て
、令
和
３
年
か
ら

完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
が
始
ま
っ
て

い
る
。経
費
や
労
務
作
業
の
削
減
な
ど
の
効

果
が
出
て
い
る
。た
だ
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
補

完
す
る
た
め
の
紙
資
料
は
必
要
で
あ
る
。和

気
町
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
た
が
、

使
い
方
の
さ
ら
な
る
講
習
や
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会

議
の
体
験
会
な
ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た
寄
付
金
約
4
億

円
の
う
ち
約
2
億
円
を
子
育
て
支
援
で
活

用
す
る
な
ど
し
て
、0
歳
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
、保
育
園
か
ら
中
学
校
ま

で
給
食
費
無
料
化（
地
元
の
高
田
高
校
生
も

無
料
提
供
予
定
）な
ど
徹
底
し
た
子
育
て
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。幼
小
中
の
普
通
教
室

の
冷
暖
房
完
備
や
奨
学
金
の
支
援
事
業
な

ど
、目
を
引
く
も
の
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
、昨
年
度
か
ら
の
敬
老
会
へ
の
補
助
金
の

倍
増
や
、祝
い
金
も
手
厚
く
す
る
な
ど「
高

　
平
成
２８
年
よ
り
、議
会
や
政
治
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
る
観
点
か
ら
、高
校
生
議
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。市
内
５
校
、各
４
名

程
度
の
生
徒
が
参
加
し
、実
際
に
施
策
と
し

て
実
現
し
た
提
案
も
あ
っ
た
。和
気
町
で
開

催
さ
れ
て
い
る
中
学
生
議
会
と
と
も
に
、高

校
生
の
視
点
か
ら
の
提
案
も
、和
気
町
に

と
っ
て
有
意
義
な
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

視
察
・
調
査
内
容

宇
佐
市

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
和
気
町

の
移
住
定
住
に
生
か
せ
る
と
思
わ

れ
る
補
助
金
、奨
励
金
や
、さ
ら
な

る
移
住
定
住
策
、高
校
生
議
会
な
ど

各
委
員
が
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。ま
た
議
会
改
革
に
つ
い
て
、す

ぐ
で
き
る
も
の
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。今
後
の
各
議
員
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。　
　（
山
本
委
員
長
）

視
察
を
通
じ
て

新しくなった宇佐市議場にて

豊後高田市研修風景

宇佐市高校生議会の様子

瀬戸内海に面し、温暖な瀬戸内気
候のまち。「豊後高田昭和の町」が
2017年のアジア都市景観賞を受
賞した。ふるさと納税された寄付金
をすべて子育て支援に活用するな
ど、子育て支援の町としても有名。

豊後高田市 概要

●人口：21,748人
●面積：206.24㎢

全国２万社の八幡宮の総本宮である
宇佐神宮があることで有名。大分県
内有数の観光都市。
和気町とは、和気清麻呂公と宇佐神
宮という深い縁により、平成元年に姉
妹都市提携。

宇佐市 概要

●人口：51,955人
●面積：439.05㎢

齢
者
も
住
み
や
す
い
田
舎
」を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
。

　
財
源
の
手
当
て
の
や
り
方
、住
民
へ
の
多

く
の
補
助
金
の
提
示
な
ど
、一
歩
先
行
し
た

施
策
の
積
み
重
ね
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

※宝島社の雑誌「田舎暮ら
しの本」が2013 年 2月号
から発表するランキング。全
国 547 の市町村に 314
項目をアンケートし、田舎暮
らしの魅力を数値化、人口別
に 7 グループに分けそれぞ
れ 4 部門のランキングを発
表している。

移
住
定
住
に
つ
い
て

住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
13
年
連
続
ベ
ス
ト
３
、

5
年
連
続
全
部
門
1
位
の
取
り
組
み

視
察
・
調
査
内
容

豊
後
高
田
市

3/5

宝
島
社
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』

第
13
回
「
2
0
2
5
年
版 

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
リ
リ
ー
ス

3



審議された内容 組合名

和気北部衛生施設組合

和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合

和気老人ホーム組合

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

③令和7年3月をもって、岡山県市町村総合事務組合を脱退することが決まりました。 

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

（令和６年10月１1日開催）

和気町・赤磐市の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合の議会は、構成する和気町・赤磐市の議会から選出された議員が、予算や決算等について審議します。

審議された内容 組合名

和気北部衛生施設組合

和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合

岡山県市町村総合事務組合からの脱退に伴い、清算金が生じたため、補正
予算を行いました。

令和７年４月より「和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合」から「和気・赤磐
環境衛生施設組合」へ移行に伴い、次のことが決まりました。 

①参与を廃止し、職員定数等を改正しました。 

②吉井川ふれあいパークの整備に組合施設整備基金を使用できることにな
りました。 

③「和気・赤磐環境衛生施設組合」に移行するため、関係条例の整備を行いました。

④「和気・赤磐環境衛生施設組合」へ移行するため、岡山県市町村総合事務
組合規約の変更を行いました。（すべての構成団体で議決が必要） 

和気老人ホーム組合 「和気・赤磐環境衛生施設組合」へ移行するため、岡山県市町村総合事務組
合規約の変更を行いました。（すべての構成団体で議決が必要） 

（令和６年12月24日開催）

12月議会の
動画一覧は
こちら12 月 議会定例会

令和6年12月3日～13日

こんなことが決まりました

条例

和気町地域学習交流センター条例の制定について
和気閑谷高校の生徒等、一定期間滞在して学習研修を行う者への支援、地域との関わりを持つ機会
の創出による人材育成及び町の活性化に資することを目的として整備するものです。

和気町営バス運行事業に関する条例の一部を改正する条例について
町営バスの運行路線及び便数を増やし、町民の生活における移動手段の利便性を向上するものです。

和気町営住宅条例の一部を改正する条例について
公営住宅優先入居の対象世帯の見直しを行うものです。

補正予算（第５号）

ふるさと納税寄附金（歳入）••••••••••••••••••••••••１億５，６００万円
和気町の支援者が増えたことに伴う寄附額を増額し、今年度の見込額は、3億5,700万円となった。

児童手当制度改正に伴う変更（国庫事業）•••••••••••••３，４９５万円
所得制限の撤廃、支給期間の延長、多子加算の拡充、支給回数の増加

請願・陳情
審査結果提出者内　容請願・陳情

全会一致で
趣旨採択請願 岡山県教職員組合東備支部

支部長　土谷　涼太郎

全会一致で
趣旨採択陳情 野島　竜也

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性あ
る学校の働き方改革、長時間労働是正を求め
る意見書採択の請願について

和気町の児童館におけるランドセル来館事業
を求める陳情

和気町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

議　案　等　の　名　称

西
中

　純
一

広
瀬

　正
男

山
本

　泰
正

万
代
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﨑
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審議された内容 組合名

和気北部衛生施設組合

和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合

和気老人ホーム組合

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

③令和7年3月をもって、岡山県市町村総合事務組合を脱退することが決まりました。 

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

①令和5年度決算が認定されました。 

②決算認定に伴い、繰越金が確定したため補正予算を行いました。

（令和６年10月１1日開催）

和気町・赤磐市の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合の議会は、構成する和気町・赤磐市の議会から選出された議員が、予算や決算等について審議します。

審議された内容 組合名

和気北部衛生施設組合

和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合

岡山県市町村総合事務組合からの脱退に伴い、清算金が生じたため、補正
予算を行いました。

令和７年４月より「和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合」から「和気・赤磐
環境衛生施設組合」へ移行に伴い、次のことが決まりました。 

①参与を廃止し、職員定数等を改正しました。 

②吉井川ふれあいパークの整備に組合施設整備基金を使用できることにな
りました。 

③「和気・赤磐環境衛生施設組合」に移行するため、関係条例の整備を行いました。

④「和気・赤磐環境衛生施設組合」へ移行するため、岡山県市町村総合事務
組合規約の変更を行いました。（すべての構成団体で議決が必要） 

和気老人ホーム組合 「和気・赤磐環境衛生施設組合」へ移行するため、岡山県市町村総合事務組
合規約の変更を行いました。（すべての構成団体で議決が必要） 

（令和６年12月24日開催）

12月議会の
動画一覧は
こちら12 月 議会定例会

令和6年12月3日～13日

こんなことが決まりました

条例

和気町地域学習交流センター条例の制定について
和気閑谷高校の生徒等、一定期間滞在して学習研修を行う者への支援、地域との関わりを持つ機会
の創出による人材育成及び町の活性化に資することを目的として整備するものです。

和気町営バス運行事業に関する条例の一部を改正する条例について
町営バスの運行路線及び便数を増やし、町民の生活における移動手段の利便性を向上するものです。

和気町営住宅条例の一部を改正する条例について
公営住宅優先入居の対象世帯の見直しを行うものです。

補正予算（第５号）

ふるさと納税寄附金（歳入）••••••••••••••••••••••••１億５，６００万円
和気町の支援者が増えたことに伴う寄附額を増額し、今年度の見込額は、3億5,700万円となった。

児童手当制度改正に伴う変更（国庫事業）•••••••••••••３，４９５万円
所得制限の撤廃、支給期間の延長、多子加算の拡充、支給回数の増加

請願・陳情
審査結果提出者内　容請願・陳情

全会一致で
趣旨採択請願 岡山県教職員組合東備支部

支部長　土谷　涼太郎

全会一致で
趣旨採択陳情 野島　竜也

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性あ
る学校の働き方改革、長時間労働是正を求め
る意見書採択の請願について

和気町の児童館におけるランドセル来館事業
を求める陳情

和気町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について

議　案　等　の　名　称

西
中

　純
一

広
瀬

　正
男

山
本

　泰
正

万
代
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央

居
樹

　
　豊

山
本

　
　稔

神
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一
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澤
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オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
中
学
生
は

利
用
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、
自
主
活
動
を

行
う
団
体
が
広
く
地
域
住
民
を
対
象
に
行

う
事
業
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
に
、使
用

料
の
免
除
と
あ
る
が
、町
外
の
自
主
団
体
な

ど
も
利
用
で
き
る
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
体
験
入
寮
を
し
て
い
る
他
市
町
村
も
あ
る

の
で
、高
校
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

町
外
の
方
で
も
、
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置
の
目
的
な
ど
に
合
致
す
る
よ
う
な
活

動
内
容
で
あ
れ
ば
減
免
の
対
象
に
な
る
。

　 

ま
ち
な
か
線
、
佐
伯
和
気
線
が
増
便
す

る
が
、人
員
や
車
両
は
増
や
す
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
ま
ち
な
か
線
は
、
車
両
を
町
が
新
た
に
1

台
用
意
し
、
運
行
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
委

託
す
る
。そ
の
他
の
部
分
は
、現
行
の
運
転
手

で
運
行
す
る
。

　 

集
落
の
中
心
に
停
留
所
を
配
置
し
て
ほ

し
い
が
、進
入
路
が
狭
い
が
ど
う
な
る
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
地
元
と
の
協
議
の
う
え
、今
回
、少
し
小
さ

い
車
両
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
ま
で
入
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
。

　 

な
ぜ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
職
員

を
派
遣
す
る
の
か
。

　 

則
枝 

総
務
部
長

　
こ
の
条
例
は
、
国
の
定
め
る
公
益
的
法
人

へ
の
職
員
の
派
遣
が
で
き
る
も
の
。シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
公
益
的
法
人
の一つ
で

あ
り
、
今
後
要
請
が
あ
れ
ば
派
遣
が
で
き
る

よ
う
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　 

①
減
免
金
額
は
。

　 

②
民
地
と
官
地
と
税
率
は
同
じ
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
①
お
お
む
ね
新
築
住
宅
十
数
万
円
で
固

定
資
産
税
が
建
物
に
発
生
す
る
。令
和
５
年

度
は
16
件
で
約
１
６
０
万
円
か
ら
１
８
０
万

円
。今
年
度
は
18
件
で
１
８
０
万
円
か
ら
２
０

０
万
円
程
度
に
な
る
。

　
②
税
率
は
同
じ
。

　 

３
年
ぶ
り
の
値
上
げ
だ
が
こ
れ
で
ど
れ

だ
け
収
入
ア
ッ
プ
に
な
り
何
年
ぐ
ら
い
も

つ
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
税
率
を
8
・
0
%
を
８
・
３
％
に
し
、
単
純

計
算
で
１
３
８
０
万
円
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、令
和
８
年
度
に
は
４
６
７
万
９
千
円

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
。来
年
度
も
料
金
改
定

を
お
願
い
す
る
方
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

その１ その2 その3 その4質疑と答弁の動画は
こちらから！

　 

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
が
４
３
３
万
５
０
０
０
円
減

額
さ
れ
て
い
る
。全
国
的
に
要
望
が
多
く
、

国
か
ら
減
額
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
今
年
度

の
事
業
に
対
す
る
影
響
は
な
い
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
こ
の
事
業
は
補
助
率
１０
分
の
１０
で
非
常
に

有
効
な
財
源
で
あ
る
。減
額
に
伴
っ
て
事
業

内
容
の
調
整
を
し
な
が
ら
今
年
度
の
事
業
を

や
り
切
っ
て
い
く
。

　 

ふ
る
さ
と
納
税
の
１
億
５
６
０
０
万
円

の
補
正
内
訳
と
全
体
の
経
費
率
は
。今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

　 

寺
尾  

ま
ち
経
営
課
長

　
通
常
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
１
億
５
０
０

０
万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
６
０
０

万
円
。内
容
は
、
今
年
度
も
、
８０
％
近
く
が
米
。

今
後
は
米
以
外
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。経
費
率
は
、
返
礼
品
に
使
え
る

金
額
は
３０
％
以
内
、
送
料
や
事
務
手
数
料
な

ど
が
２０
％
以
内
で
合
わ
せ
て
５０
％
以
内
と
決

め
ら
れ
お
り
、そ
の
範
囲
内
。

　 

専
決
処
分
の
一
般
会
計
補
正
第
５
号
で

は
、
設
計
委
託
料
５０
万
円
は
工
事
費
の

２０
％
と
異
常
な
額
と
な
っ
て
い
る
。林
業
振

興
費
の
工
事
請
負
費
２
０
４
万
６
千
円
を

計
上
し
て
い
る
が
設
計
委
託
料
の
計
上
は

な
い
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
美
し
い
森
の
場
内
整
備
工
事
費
で
、
町
職

員
が
設
計
し
た
。

　 

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業
費

補
助
金
は
何
か
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
こ
れ
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
の
施
設
整
備
の
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。

　 

防
災
士
育
成
事
業
（
補
助
金
１
０
４
万

８
千
円
）の
有
効
活
用
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
今
回
の
受
講
者
は
２１
名
で
、
こ
れ
ま
で
の

資
格
認
定
者
が
３０
名
お
り
、
今
後
地
域
の
防

災
活
動
、啓
発
な
ど
に
向
け
、組
織
づ
く
り
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　 

週
末
の
利
用
頻
度
は
か
な
り
高
い
状
態

で
あ
る
と
記
載
が
あ
る
が
、実
際
の
利
用
状

況
は
。駐
車
場
10
台
の
区
域
は
、
フ
ァ
ウ
ル

ボ
ー
ル
な
ど
で
危
険
な
た
め
に
あ
ま
り
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。こ
こ
の
対
策
は
。

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
冬
以
外
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
ほ
ぼ
毎
週
末

ず
っ
と
使
っ
て
い
る
。10
台
の
駐
車
場
に
関
し

て
は
今
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
で
検
討

し
て
み
た
い
。

　 

父
井
原
の
処
理
場
廃
止
検
討
業
務
は
農

業
集
落
排
水
の
こ
と
か
。

　 

柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
そ
の
通
り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
施

設
だ
。

　 

こ
れ
は
父
井
原
の
農
業
集
落
排
水
事
業

の
処
理
場
が
同
じ
父
井
原
区
の
佐
伯
浄
化

セ
ン
タ
ー
へ
接
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

　 

柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
父
井
原
の
処
理
施
設
を
廃
止
後
、
佐
伯

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
。

令
和
６
年
度

和
気
町
一
般
会
計
補
正
予
算

山
田 

浩
子 

議
員

補
助
金
の
減
額
に
よ
る
影
響
は

和
気
町
営
バ
ス
運
行
事
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

從
野 

勝 

議
員

増
員
や
増
車
は
あ
る
の
か

山
本 

泰
正 

議
員

設
計
委
託
料
は
適
正
か

我
澤 

隆
司 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
補
正
内
訳
と

経
費
率
は

居
樹 

豊 

議
員

停
留
所
の
配
置
の
見
直
し
は

　
簡
易
な
工
事
に
つ
い
て
は
、専
門
の
技
術
職

員
が
い
な
い
と
は
い
え
、職
員
が
測
量
設
計
す

る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
だ
。今
後
も
職
員

養
成
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

居
樹 

豊 

議
員

防
災
士
の
活
用
は

西
中 

純
一 

議
員

4
4
0
0
万
円
の
補
助
金
は
何
か

和
気
町
公
益
的
法
人
等
へ
の

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
本 

稔 

議
員

条
例
改
正
の
理
由
は

和
気
町
若
者
及
び
子
育
て
世
帯
の
定
住
化

促
進
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

神
﨑 

良
一 

議
員

固
定
資
産
税
の
減
免
は

和
気
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

西
中 

純
一 

議
員

何
年
維
持
で
き
る
の
か

山
野 

英
里 

議
員

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
の
利
用
状
況
は

和
気
町
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

山
野 

英
里 

議
員

中
学
生
や
町
外
の
方
の
利
用
は

で
き
な
い
の
か

西
中 

純
一 

議
員

父
井
原
農
業
集
落
排
水
処
理
場
は

ど
こ
に
接
続
す
る
の
か

令
和
６
年
度

和
気
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

山
本 

稔 

議
員

処
理
場
廃
止
検
討
業
務
の
内
容
は

建設中の地域学習交流センター

廃止を検討している父井原農業集落排水処理場

6



　 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
中
学
生
は

利
用
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、
自
主
活
動
を

行
う
団
体
が
広
く
地
域
住
民
を
対
象
に
行

う
事
業
の
た
め
に
利
用
す
る
場
合
に
、使
用

料
の
免
除
と
あ
る
が
、町
外
の
自
主
団
体
な

ど
も
利
用
で
き
る
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
体
験
入
寮
を
し
て
い
る
他
市
町
村
も
あ
る

の
で
、高
校
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

町
外
の
方
で
も
、
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置
の
目
的
な
ど
に
合
致
す
る
よ
う
な
活

動
内
容
で
あ
れ
ば
減
免
の
対
象
に
な
る
。

　 

ま
ち
な
か
線
、
佐
伯
和
気
線
が
増
便
す

る
が
、人
員
や
車
両
は
増
や
す
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
ま
ち
な
か
線
は
、
車
両
を
町
が
新
た
に
1

台
用
意
し
、
運
行
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
委

託
す
る
。そ
の
他
の
部
分
は
、現
行
の
運
転
手

で
運
行
す
る
。

　 

集
落
の
中
心
に
停
留
所
を
配
置
し
て
ほ

し
い
が
、進
入
路
が
狭
い
が
ど
う
な
る
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
地
元
と
の
協
議
の
う
え
、今
回
、少
し
小
さ

い
車
両
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
ま
で
入
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
。

　 

な
ぜ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
職
員

を
派
遣
す
る
の
か
。

　 

則
枝 

総
務
部
長

　
こ
の
条
例
は
、
国
の
定
め
る
公
益
的
法
人

へ
の
職
員
の
派
遣
が
で
き
る
も
の
。シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
公
益
的
法
人
の一つ
で

あ
り
、
今
後
要
請
が
あ
れ
ば
派
遣
が
で
き
る

よ
う
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　 

①
減
免
金
額
は
。

　 

②
民
地
と
官
地
と
税
率
は
同
じ
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
①
お
お
む
ね
新
築
住
宅
十
数
万
円
で
固

定
資
産
税
が
建
物
に
発
生
す
る
。令
和
５
年

度
は
16
件
で
約
１
６
０
万
円
か
ら
１
８
０
万

円
。今
年
度
は
18
件
で
１
８
０
万
円
か
ら
２
０

０
万
円
程
度
に
な
る
。

　
②
税
率
は
同
じ
。

　 

３
年
ぶ
り
の
値
上
げ
だ
が
こ
れ
で
ど
れ

だ
け
収
入
ア
ッ
プ
に
な
り
何
年
ぐ
ら
い
も

つ
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
税
率
を
8
・
0
%
を
８
・
３
％
に
し
、
単
純

計
算
で
１
３
８
０
万
円
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

し
か
し
、令
和
８
年
度
に
は
４
６
７
万
９
千
円

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
。来
年
度
も
料
金
改
定

を
お
願
い
す
る
方
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

その１ その2 その3 その4質疑と答弁の動画は
こちらから！

　 

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
が
４
３
３
万
５
０
０
０
円
減

額
さ
れ
て
い
る
。全
国
的
に
要
望
が
多
く
、

国
か
ら
減
額
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
今
年
度

の
事
業
に
対
す
る
影
響
は
な
い
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
こ
の
事
業
は
補
助
率
１０
分
の
１０
で
非
常
に

有
効
な
財
源
で
あ
る
。減
額
に
伴
っ
て
事
業

内
容
の
調
整
を
し
な
が
ら
今
年
度
の
事
業
を

や
り
切
っ
て
い
く
。

　 

ふ
る
さ
と
納
税
の
１
億
５
６
０
０
万
円

の
補
正
内
訳
と
全
体
の
経
費
率
は
。今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

　 

寺
尾  

ま
ち
経
営
課
長

　
通
常
版
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
１
億
５
０
０

０
万
円
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
６
０
０

万
円
。内
容
は
、
今
年
度
も
、
８０
％
近
く
が
米
。

今
後
は
米
以
外
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。経
費
率
は
、
返
礼
品
に
使
え
る

金
額
は
３０
％
以
内
、
送
料
や
事
務
手
数
料
な

ど
が
２０
％
以
内
で
合
わ
せ
て
５０
％
以
内
と
決

め
ら
れ
お
り
、そ
の
範
囲
内
。

　 

専
決
処
分
の
一
般
会
計
補
正
第
５
号
で

は
、
設
計
委
託
料
５０
万
円
は
工
事
費
の

２０
％
と
異
常
な
額
と
な
っ
て
い
る
。林
業
振

興
費
の
工
事
請
負
費
２
０
４
万
６
千
円
を

計
上
し
て
い
る
が
設
計
委
託
料
の
計
上
は

な
い
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
美
し
い
森
の
場
内
整
備
工
事
費
で
、
町
職

員
が
設
計
し
た
。

　 

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
事
業
費

補
助
金
は
何
か
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
こ
れ
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
の
施
設
整
備
の
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。

　 

防
災
士
育
成
事
業
（
補
助
金
１
０
４
万

８
千
円
）の
有
効
活
用
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
今
回
の
受
講
者
は
２１
名
で
、
こ
れ
ま
で
の

資
格
認
定
者
が
３０
名
お
り
、
今
後
地
域
の
防

災
活
動
、啓
発
な
ど
に
向
け
、組
織
づ
く
り
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　 

週
末
の
利
用
頻
度
は
か
な
り
高
い
状
態

で
あ
る
と
記
載
が
あ
る
が
、実
際
の
利
用
状

況
は
。駐
車
場
10
台
の
区
域
は
、
フ
ァ
ウ
ル

ボ
ー
ル
な
ど
で
危
険
な
た
め
に
あ
ま
り
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。こ
こ
の
対
策
は
。

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
冬
以
外
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
ほ
ぼ
毎
週
末

ず
っ
と
使
っ
て
い
る
。10
台
の
駐
車
場
に
関
し

て
は
今
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
で
検
討

し
て
み
た
い
。

　 
父
井
原
の
処
理
場
廃
止
検
討
業
務
は
農

業
集
落
排
水
の
こ
と
か
。

　 

柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
そ
の
通
り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
施

設
だ
。

　 

こ
れ
は
父
井
原
の
農
業
集
落
排
水
事
業

の
処
理
場
が
同
じ
父
井
原
区
の
佐
伯
浄
化

セ
ン
タ
ー
へ
接
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
。

　 

柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
父
井
原
の
処
理
施
設
を
廃
止
後
、
佐
伯

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る
。

令
和
６
年
度

和
気
町
一
般
会
計
補
正
予
算

山
田 

浩
子 

議
員

補
助
金
の
減
額
に
よ
る
影
響
は

和
気
町
営
バ
ス
運
行
事
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

從
野 

勝 

議
員

増
員
や
増
車
は
あ
る
の
か

山
本 

泰
正 

議
員

設
計
委
託
料
は
適
正
か

我
澤 

隆
司 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
補
正
内
訳
と

経
費
率
は

居
樹 

豊 

議
員

停
留
所
の
配
置
の
見
直
し
は

　
簡
易
な
工
事
に
つ
い
て
は
、専
門
の
技
術
職

員
が
い
な
い
と
は
い
え
、職
員
が
測
量
設
計
す

る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
だ
。今
後
も
職
員

養
成
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

居
樹 

豊 

議
員

防
災
士
の
活
用
は

西
中 
純
一 

議
員

4
4
0
0
万
円
の
補
助
金
は
何
か

和
気
町
公
益
的
法
人
等
へ
の

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
本 

稔 

議
員

条
例
改
正
の
理
由
は

和
気
町
若
者
及
び
子
育
て
世
帯
の
定
住
化

促
進
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

神
﨑 

良
一 

議
員

固
定
資
産
税
の
減
免
は

和
気
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

西
中 

純
一 

議
員

何
年
維
持
で
き
る
の
か

山
野 

英
里 

議
員

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
の
利
用
状
況
は

和
気
町
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定

山
野 

英
里 

議
員

中
学
生
や
町
外
の
方
の
利
用
は

で
き
な
い
の
か

西
中 

純
一 

議
員

父
井
原
農
業
集
落
排
水
処
理
場
は

ど
こ
に
接
続
す
る
の
か

令
和
６
年
度

和
気
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

山
本 

稔 

議
員

処
理
場
廃
止
検
討
業
務
の
内
容
は

建設中の地域学習交流センター

廃止を検討している父井原農業集落排水処理場
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本議会の動画はこちらから！

和気町議会には、２つの常任委員会と
１つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。

委員長報告

　委員会に付託された議案８件については、いずれも全会一
致で可決された。その中で議案第９２号和気町地域学習交流
センター条例の制定では、利用料金が高いのでは、学習交流
スペースの営利活動はどんなものかについて質疑があり、利
用料金は現在の料金や他の施設など参考にしている、営利
活動は業者による営利目的のものとの回答があった。また議
案第９３号和気町営バス運行事業に関する条例の一部を改
正する条例、増便の根拠や利用者についての質疑では、アン
ケートによるもので、どれくらい利用者が増えるかわからないと
の答弁があった。
　議案第９４号和気町公益的法人等への職員の派遣等に
関する条例の一部を改正する条例では、この条例は職員の
退職者の受け皿になるのかとの質疑に、６５歳までの職員を

派遣するもので受け皿にはならない。また議案第１０２号令和
６年度和気町一般会計補正予算第５号では、佐伯グラウンド
の設計委託料と年間利用について、設計委託料については
直営でできるものはできる限り直営でやって行く、年間利用は
２２６日。満車で止められない車をサエスタに20台ぐらい止めて
いるため増設工事を行う。地域学習交流センターの備品は当
初設計費用に入っていなかったので追加補正した。にこにこ
園の報酬については予算計上時、入園する園児数がわから
ないので、最大人数で見積もっていたため減額したとの答弁
があった。
　請願第２号については、様々な意見が出されたが賛成多数
で趣旨採択となった。

総務文教常任委員会 委員長　山本 稔

　委員会に付託された議案12件はいずれも全会一致で可
決された。
　その中で議案第101号和気町営住宅条例の一部を改正
する条例について、町営住宅の状況などの質疑があり、住宅
の申し込みが少ない状態が続いている。また、移住者の方に
は２年間限定にはなるが部屋を用意していると答弁があった。
　議案第102号令和6年度和気町一般会計補正予算（第5
号）について有機農業産地づくり推進緊急対策事業補助金
が減額されているが、事業規模が縮小されるのではとの質疑
があり、事業の展開として①推進啓発②栽培技術の普及定
着③販売の確保促進④担い手の確保の4つの柱を基本に

補助金に頼らない事業展開を工夫しながら進めると答弁が
あった。
　議案第103号令和6年度和気町国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）についてはマイナンバーカードの紐付けの
質疑があり、早くにマイナンバーカードを作った人も役場窓口
やスマホでご自身で紐付けしている。紐付けを希望される人は
役場窓口に相談してほしいと答弁があった。
　陳情第2号和気町の児童館におけるランドセル来館事業
を求める陳情については全会一致で趣旨採択となった。

厚生産業常任委員会 委員長　神﨑 良一

和気鵜飼谷温泉事業特別委員会 委員長　西中 純一

　議案第１０７号令和６年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特
別会計補正予算（第２号）について、審査の結果全会一致で
原案可決された。審査の過程において、今回減額補正４,４４４
万９千円となっているが、当初の目標値は撤回するのか継続
するのかとの質疑に対して、当初の予定通りの計画で、月々で
計画をクリアしていくことにしている。と答弁があった。
　別の委員から、ラーメンハウス食事料の減額理由は、との質
疑に対して、当初予算で売り上げを計上していたが、会計年度

任用職員の退職により営業できていないため減額している。今
後はプロポーザルを実施し使用者の選定を行いたいとの答弁
があった。別の委員から工事請負費の減額内容とロッカー修
繕の工期はとの質疑に対して、減額内容はロッカー修繕工事
の１,４００万円と空調等の改修工事費の入札残４１９万５千円
の減額である。修繕工事の工期は１２月２５日、２６日の２日間を
予定しているとの答弁があった。

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
12月議会定例会では8人の議員が質問しました。

西中 純一議員
• 水道水を安全に飲めるようにするべきでは
• 和気町役場の情報公開をもっと進めるべき
ではないか

• 町政懇談会の改善をするべきでは
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神﨑 良一議員
• 和気町のごみ問題とその対策は
• 日笠バラ園の運営は
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山本 泰正議員
• 和気町型アダプト事業を展開できないか
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我澤 隆司議員
• 商業施設、飲食店、書店など、空白地域へ
の誘致の現状は

• 国際交流の現状と今後の考えは
• 森林環境譲与税、地方たばこ税の使い道は

PAGE

14

ここが気になる！

居樹　豊議員
• どうする危険空き家
• 耕作放棄地の対策強化を
• 新たな観光振興などによる町の活性化を
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PAGE

山本　稔議員
• 学校給食費無償化実現はできないか
• 町主催イベントスケジュール、宣伝は今の
ままでいいか

• 佐伯インターのところに緊急ヘリポートは
できないか
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山田 浩子議員
PAGE

11
• 安心・安全なまちづくりの取り組みは
• AEDの中に三角巾を
• 温暖化による体育活動への影響は

山野 英里議員
PAGE

10
• 安心・安全に暮らせるように有害鳥獣対策
の強化を

• GIGAスクール構想のさらなる推進で町内
の問題解決を

8



本議会の動画はこちらから！

和気町議会には、２つの常任委員会と
１つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。

委員長報告

　委員会に付託された議案８件については、いずれも全会一
致で可決された。その中で議案第９２号和気町地域学習交流
センター条例の制定では、利用料金が高いのでは、学習交流
スペースの営利活動はどんなものかについて質疑があり、利
用料金は現在の料金や他の施設など参考にしている、営利
活動は業者による営利目的のものとの回答があった。また議
案第９３号和気町営バス運行事業に関する条例の一部を改
正する条例、増便の根拠や利用者についての質疑では、アン
ケートによるもので、どれくらい利用者が増えるかわからないと
の答弁があった。
　議案第９４号和気町公益的法人等への職員の派遣等に
関する条例の一部を改正する条例では、この条例は職員の
退職者の受け皿になるのかとの質疑に、６５歳までの職員を

派遣するもので受け皿にはならない。また議案第１０２号令和
６年度和気町一般会計補正予算第５号では、佐伯グラウンド
の設計委託料と年間利用について、設計委託料については
直営でできるものはできる限り直営でやって行く、年間利用は
２２６日。満車で止められない車をサエスタに20台ぐらい止めて
いるため増設工事を行う。地域学習交流センターの備品は当
初設計費用に入っていなかったので追加補正した。にこにこ
園の報酬については予算計上時、入園する園児数がわから
ないので、最大人数で見積もっていたため減額したとの答弁
があった。
　請願第２号については、様々な意見が出されたが賛成多数
で趣旨採択となった。

総務文教常任委員会 委員長　山本 稔

　委員会に付託された議案12件はいずれも全会一致で可
決された。
　その中で議案第101号和気町営住宅条例の一部を改正
する条例について、町営住宅の状況などの質疑があり、住宅
の申し込みが少ない状態が続いている。また、移住者の方に
は２年間限定にはなるが部屋を用意していると答弁があった。
　議案第102号令和6年度和気町一般会計補正予算（第5
号）について有機農業産地づくり推進緊急対策事業補助金
が減額されているが、事業規模が縮小されるのではとの質疑
があり、事業の展開として①推進啓発②栽培技術の普及定
着③販売の確保促進④担い手の確保の4つの柱を基本に

補助金に頼らない事業展開を工夫しながら進めると答弁が
あった。
　議案第103号令和6年度和気町国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）についてはマイナンバーカードの紐付けの
質疑があり、早くにマイナンバーカードを作った人も役場窓口
やスマホでご自身で紐付けしている。紐付けを希望される人は
役場窓口に相談してほしいと答弁があった。
　陳情第2号和気町の児童館におけるランドセル来館事業
を求める陳情については全会一致で趣旨採択となった。

厚生産業常任委員会 委員長　神﨑 良一

和気鵜飼谷温泉事業特別委員会 委員長　西中 純一

　議案第１０７号令和６年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特
別会計補正予算（第２号）について、審査の結果全会一致で
原案可決された。審査の過程において、今回減額補正４,４４４
万９千円となっているが、当初の目標値は撤回するのか継続
するのかとの質疑に対して、当初の予定通りの計画で、月々で
計画をクリアしていくことにしている。と答弁があった。
　別の委員から、ラーメンハウス食事料の減額理由は、との質
疑に対して、当初予算で売り上げを計上していたが、会計年度

任用職員の退職により営業できていないため減額している。今
後はプロポーザルを実施し使用者の選定を行いたいとの答弁
があった。別の委員から工事請負費の減額内容とロッカー修
繕の工期はとの質疑に対して、減額内容はロッカー修繕工事
の１,４００万円と空調等の改修工事費の入札残４１９万５千円
の減額である。修繕工事の工期は１２月２５日、２６日の２日間を
予定しているとの答弁があった。

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
12月議会定例会では8人の議員が質問しました。

西中 純一議員
• 水道水を安全に飲めるようにするべきでは
• 和気町役場の情報公開をもっと進めるべき
ではないか

• 町政懇談会の改善をするべきでは

PAGE

15

神﨑 良一議員
• 和気町のごみ問題とその対策は
• 日笠バラ園の運営は

PAGE

16

山本 泰正議員
• 和気町型アダプト事業を展開できないか

PAGE

17

我澤 隆司議員
• 商業施設、飲食店、書店など、空白地域へ
の誘致の現状は

• 国際交流の現状と今後の考えは
• 森林環境譲与税、地方たばこ税の使い道は

PAGE

14

ここが気になる！

居樹　豊議員
• どうする危険空き家
• 耕作放棄地の対策強化を
• 新たな観光振興などによる町の活性化を

12
PAGE

山本　稔議員
• 学校給食費無償化実現はできないか
• 町主催イベントスケジュール、宣伝は今の
ままでいいか

• 佐伯インターのところに緊急ヘリポートは
できないか

PAGE

13

山田 浩子議員
PAGE

11
• 安心・安全なまちづくりの取り組みは
• AEDの中に三角巾を
• 温暖化による体育活動への影響は

山野 英里議員
PAGE

10
• 安心・安全に暮らせるように有害鳥獣対策
の強化を

• GIGAスクール構想のさらなる推進で町内
の問題解決を

9



  

　
現
在
、様
々
な
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。事

件・事
故
の
状
況
証
拠
、犯
人
特
定
な
ど
に
防
犯

カ
メ
ラ
は
有
効
で
あ
る
。警
察
の
協
力
の
も
と
、

設
置
状
況
を
点
検
し
、増
設
し
た
方
が
い
い
場

所
が
な
い
か
確
認
し
て
は
。ま
た
、有
事
の
際
に

画
像
提
供
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
か
。カ
メ
ラ

の
画
像
は
悪
く
な
い
か
。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
警
察
署
と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。防

犯
カ
メ
ラ
の
効
果
が
、最
大
限
有
効
な
も
の
に
な
る
よ

う
、適
切
な
位
置
に
設
置
し
て
、町
民
が
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。警

察
に
画
像
提
供
を
求
め
ら
れ
た
時
は
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
。事
業
開
始
よ
り
１０
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、古
い
も
の
は
交
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

　則
枝 

総
務
部
長

　
非
常
に
重
要
な
箇
所

に
あ
り
な
が
ら
画
像
が

良
く
な
い
事
例
も
確
認

し
て
い
る
。そ
う
い
っ
た

カ
メ
ラ
の
更
新
、ま
た
警

察
と
確
認
し
な
が
ら
、

新
規
の
箇
所
へ
の
設
置

に
努
め
て
い
き
た
い
。 安

心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

動画はこちら

備
前
警
察
署
と
も
綿
密
に

連
携
を
取
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

山
田 
浩
子 

議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
中
に
三
角
巾
を

　   今年も大変暑い時期が長く続いたが、十分な体育活動ができたのか。プール指導に支障は
なかったか。また、熱中症対策として体育館にエアコンを設置する考えは。

  　嶋村 学校教育課長
　健康観察、適宜な休憩、水分補給、日
陰や保冷剤の活用など、実態に応じた対
策を講じている。今年度、体育活動におい
て中止や変更があった学校は３校。中学
校のプール指導については鵜飼谷温泉
屋内プールを利用しており、支障は生じて
いない。小学校のプールの老朽化に合わ
せ、屋内プールの利用も検討していくこと
になろうかと思われる。今後は、教育課程
編成の工夫も必要であると考える。エアコ
ン設置については、避難所となる学校体
育館の空調設置に対する国の動きも活
発になっている。

  　徳永 教育長
　町長からエアコン設置にかかる様々な要件、課題等
について検討するよう指示を受けている。有利な国の
補助事業なども見ながら前向きな検討を進めている。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
女
性
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
る
が
、使
用
に

誤
り
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。誰
も
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

正
し
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
う
え
で
、慎
重
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。も
う
少
し

研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。

  

　
昨
年
６
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
研
究
さ
れ
た
の
か
。防
災
士
、

消
防
士
の
方
に
も
確
認
し
た
が
、Ａ
Ｅ

Ｄ
に
三
角
巾
を
入
れ
る
こ
と
に
何
も

問
題
は
な
い
。透
け
に
く
い
オ
レ
ン
ジ

色
の
三
角
巾
を
入
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、

多
く
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
を

今
後
も
生
活
が

脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
動画はこちら

  　

  

　
農
作
物
の
被
害
だ
け
で
は
な

く
、人
的
被
害
の
予
防
な
ど
の
観

点
か
ら
も
、被
害
が
拡
大
化
す
る

前
に
様
々
な
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。新
人
猟
師
が
安
心
し

て
経
験
を
積
む
た
め
に
、町
が
主

体
と
な
っ
て
新
人
猟
師
と
経
験
豊

か
な
猟
師
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
か
。ま
た
、有
効
な
誘
引
剤
が

あ
れ
ば
捕
獲
率
も
上
が
る
の
で
、

大
学
や
企
業
と
協
力
を
し
な
が
ら

研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

  

　
神
戸
市
で
は
市
民
に
対
し
て

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
対
処
方
法
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、主
に
イ
ノ
シ
シ
に
食
物
を

与
え
る
こ
と
を
規
制
す
る
こ
と
に

よ
り
、人
の
生
命
及
び
身
体
及
び

財
産
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
条
例

ま
で
定
め
て
い
る
。町
で
も
条
例

が
必
要
で
は
な
い
か
。

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

　
令
和
５
年
度
の
獣
害
に
よ
る
水
稲
被

害
申
告
面
積
は
、和
気
町
全
体
で
２
・８

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
増
加
し
て
い
る
。猟
友

会
と
協
力
し
て
、初
心
者
に
向
け
て
情

報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。誘
引

剤
に
つ
い
て
は
、民
間
企
業

か
ら
ゴ
ム
製
品
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
匂
い
を
付

着
さ
せ
た
試
作
品
の
提
供

が
あ
っ
た
。今
後
、実
証
実

験
を
増
や
し
て
い
く
。

  

　太
田 

町
長

　
今
後
も
生
活
が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。町
民

に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
啓
発

を
し
て
い
き
た
い
。条
例
に
つ
い
て
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
を
研
究
し
て
必
要
で

あ
れ
ば
今
後
、検
討
し
て
い
く
。

山
野 

英
里 

議
員

温暖化による体育活動への影響は

ＧＩＧＡスクール構想※のさらなる推進で、町内の問題解決を

  　 1人1台端末のさらなる活用によって個別最適な教
育を推進すれば、困り感がなくなり、主体的に学ぶこと
ができる。また、生活面への支援も必要だ。子どもたち
のスケジュールなどを本人が理解しやすくするアプリも
ある。アプリを有効活用すると教員の業務負担も減り、
働き方改革にもつながる。より有効活用はできないのか。

  　 教育版マインクラフトとは、ブロックの組合せでオリジナルの世界を構
築するだけでなく、その中でクラスメイトと共同作業を行いながら、プログ
ラミングを学べる教材だ。楽しみながら共同して学べるだけではなく、地域
の問題解決にも寄与することができる。廃校や旧大國家住宅などの活用方
法を多くの人々が考えることができるので、導入することはできないか。

  　嶋村 学校教育課長
　誰一人取り残さない学び、個別
最適な学びを実現していくことは、
大変重要なことだ。有効なアプリを
どのように取り入れていくのかは、
研究を続けていく。

  　嶋村 学校教育課長
　教育活動に有効なアプリとして社会科や総
合的な学習の時間などで効果的に活用されて
いる実践がある。教育用のアプリはそれぞれの
特徴があり、導入にあたっては各校の教育活動
のねらいに応じていることが重要だ。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
に
は
音
声
で
指
示
が
流
れ
る
。

三
角
巾
も
使
用
方
法
が
明
記
し
て
あ
り
、誤
使

用
の
心
配
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。安
価
な
も
の

で
も
あ
り
、な
ぜ
そ
ん
な
に
導
入
で
き
な
い
の
か

疑
問
。さ
ら
な
る
研
究
で
一
日
も
早
い
導
入
を
。

意
見

　１人１台端末というものは、その子の
人生を変えるかもしれない無限の可能
性を持った最強の文房具だ。

意
見

安心・安全な生活のために有効な活用を

和気鵜飼谷屋内温水プールの利用も検討しては

教
育
版
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
で

１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

多
く
の
人
々
が
共
同
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る

※ＧＩＧＡスクール構想
１人１台端末、および高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備し、個別最適化され創造性を育む
学びを持続的に実現させる文部科学省の構想。

ゴ
ム
製
の
誘
引
剤
を
使
用
し
て

実
証
実
験
も
し
て
い
る

市
民
へ
向
け
て
の

啓
発
チ
ラ
シ
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現
在
、様
々
な
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。事

件・事
故
の
状
況
証
拠
、犯
人
特
定
な
ど
に
防
犯

カ
メ
ラ
は
有
効
で
あ
る
。警
察
の
協
力
の
も
と
、

設
置
状
況
を
点
検
し
、増
設
し
た
方
が
い
い
場

所
が
な
い
か
確
認
し
て
は
。ま
た
、有
事
の
際
に

画
像
提
供
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
か
。カ
メ
ラ

の
画
像
は
悪
く
な
い
か
。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
警
察
署
と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。防

犯
カ
メ
ラ
の
効
果
が
、最
大
限
有
効
な
も
の
に
な
る
よ

う
、適
切
な
位
置
に
設
置
し
て
、町
民
が
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。警

察
に
画
像
提
供
を
求
め
ら
れ
た
時
は
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
。事
業
開
始
よ
り
１０
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、古
い
も
の
は
交
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

　則
枝 

総
務
部
長

　
非
常
に
重
要
な
箇
所

に
あ
り
な
が
ら
画
像
が

良
く
な
い
事
例
も
確
認

し
て
い
る
。そ
う
い
っ
た

カ
メ
ラ
の
更
新
、ま
た
警

察
と
確
認
し
な
が
ら
、

新
規
の
箇
所
へ
の
設
置

に
努
め
て
い
き
た
い
。 安

心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

動画はこちら

備
前
警
察
署
と
も
綿
密
に

連
携
を
取
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

山
田 

浩
子 

議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
中
に
三
角
巾
を

　   今年も大変暑い時期が長く続いたが、十分な体育活動ができたのか。プール指導に支障は
なかったか。また、熱中症対策として体育館にエアコンを設置する考えは。

  　嶋村 学校教育課長
　健康観察、適宜な休憩、水分補給、日
陰や保冷剤の活用など、実態に応じた対
策を講じている。今年度、体育活動におい
て中止や変更があった学校は３校。中学
校のプール指導については鵜飼谷温泉
屋内プールを利用しており、支障は生じて
いない。小学校のプールの老朽化に合わ
せ、屋内プールの利用も検討していくこと
になろうかと思われる。今後は、教育課程
編成の工夫も必要であると考える。エアコ
ン設置については、避難所となる学校体
育館の空調設置に対する国の動きも活
発になっている。

  　徳永 教育長
　町長からエアコン設置にかかる様々な要件、課題等
について検討するよう指示を受けている。有利な国の
補助事業なども見ながら前向きな検討を進めている。

  

　河
野 
危
機
管
理
室
長

　
女
性
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
る
が
、使
用
に

誤
り
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。誰
も
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

正
し
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
う
え
で
、慎
重
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。も
う
少
し

研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。

  

　
昨
年
６
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
研
究
さ
れ
た
の
か
。防
災
士
、

消
防
士
の
方
に
も
確
認
し
た
が
、Ａ
Ｅ

Ｄ
に
三
角
巾
を
入
れ
る
こ
と
に
何
も

問
題
は
な
い
。透
け
に
く
い
オ
レ
ン
ジ

色
の
三
角
巾
を
入
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、

多
く
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
を

今
後
も
生
活
が

脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
動画はこちら

  　

  

　
農
作
物
の
被
害
だ
け
で
は
な

く
、人
的
被
害
の
予
防
な
ど
の
観

点
か
ら
も
、被
害
が
拡
大
化
す
る

前
に
様
々
な
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。新
人
猟
師
が
安
心
し

て
経
験
を
積
む
た
め
に
、町
が
主

体
と
な
っ
て
新
人
猟
師
と
経
験
豊

か
な
猟
師
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
か
。ま
た
、有
効
な
誘
引
剤
が

あ
れ
ば
捕
獲
率
も
上
が
る
の
で
、

大
学
や
企
業
と
協
力
を
し
な
が
ら

研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

  

　
神
戸
市
で
は
市
民
に
対
し
て

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
対
処
方
法
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、主
に
イ
ノ
シ
シ
に
食
物
を

与
え
る
こ
と
を
規
制
す
る
こ
と
に

よ
り
、人
の
生
命
及
び
身
体
及
び

財
産
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
条
例

ま
で
定
め
て
い
る
。町
で
も
条
例

が
必
要
で
は
な
い
か
。

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

　
令
和
５
年
度
の
獣
害
に
よ
る
水
稲
被

害
申
告
面
積
は
、和
気
町
全
体
で
２
・８

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
増
加
し
て
い
る
。猟
友

会
と
協
力
し
て
、初
心
者
に
向
け
て
情

報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。誘
引

剤
に
つ
い
て
は
、民
間
企
業

か
ら
ゴ
ム
製
品
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
匂
い
を
付

着
さ
せ
た
試
作
品
の
提
供

が
あ
っ
た
。今
後
、実
証
実

験
を
増
や
し
て
い
く
。

  

　太
田 

町
長

　
今
後
も
生
活
が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。町
民

に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
啓
発

を
し
て
い
き
た
い
。条
例
に
つ
い
て
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
を
研
究
し
て
必
要
で

あ
れ
ば
今
後
、検
討
し
て
い
く
。

山
野 

英
里 

議
員

温暖化による体育活動への影響は

ＧＩＧＡスクール構想※のさらなる推進で、町内の問題解決を

  　 1人1台端末のさらなる活用によって個別最適な教
育を推進すれば、困り感がなくなり、主体的に学ぶこと
ができる。また、生活面への支援も必要だ。子どもたち
のスケジュールなどを本人が理解しやすくするアプリも
ある。アプリを有効活用すると教員の業務負担も減り、
働き方改革にもつながる。より有効活用はできないのか。

  　 教育版マインクラフトとは、ブロックの組合せでオリジナルの世界を構
築するだけでなく、その中でクラスメイトと共同作業を行いながら、プログ
ラミングを学べる教材だ。楽しみながら共同して学べるだけではなく、地域
の問題解決にも寄与することができる。廃校や旧大國家住宅などの活用方
法を多くの人々が考えることができるので、導入することはできないか。

  　嶋村 学校教育課長
　誰一人取り残さない学び、個別
最適な学びを実現していくことは、
大変重要なことだ。有効なアプリを
どのように取り入れていくのかは、
研究を続けていく。

  　嶋村 学校教育課長
　教育活動に有効なアプリとして社会科や総
合的な学習の時間などで効果的に活用されて
いる実践がある。教育用のアプリはそれぞれの
特徴があり、導入にあたっては各校の教育活動
のねらいに応じていることが重要だ。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
に
は
音
声
で
指
示
が
流
れ
る
。

三
角
巾
も
使
用
方
法
が
明
記
し
て
あ
り
、誤
使

用
の
心
配
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。安
価
な
も
の

で
も
あ
り
、な
ぜ
そ
ん
な
に
導
入
で
き
な
い
の
か

疑
問
。さ
ら
な
る
研
究
で
一
日
も
早
い
導
入
を
。

意
見

　１人１台端末というものは、その子の
人生を変えるかもしれない無限の可能
性を持った最強の文房具だ。

意
見

安心・安全な生活のために有効な活用を

和気鵜飼谷屋内温水プールの利用も検討しては

教
育
版
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
で

１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

多
く
の
人
々
が
共
同
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る

※ＧＩＧＡスクール構想
１人１台端末、および高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備し、個別最適化され創造性を育む
学びを持続的に実現させる文部科学省の構想。

ゴ
ム
製
の
誘
引
剤
を
使
用
し
て

実
証
実
験
も
し
て
い
る

市
民
へ
向
け
て
の

啓
発
チ
ラ
シ
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西
本 

産
業
建
設
部
長

　
令
和
４
年
度
の
空
き
家
実
態
調
査
で
は
、９
８
６
戸

を
確
認
し
て
い
る
。解
体
に
あ
た
っ
て
の
公
費
補
助
に
つ

い
て
は
、現
在
、空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
中
で
令

和
７
年
度
中
に
解
体
、除
去
に
対
す
る
補
助
金
交
付
要

綱
の
策
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
長
期
間
に
わ
た
り
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や

県
外
地
権
者
な
ど
難
し
い
状
況
も
あ
る
。今
後
は
、補

助
金
制
度
の
活
用
や
税
金
の
除
外
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

  

太
田 

町
長

　
全
国
的
に
も
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、空
き

家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、効
果
的
な
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

　町
内
に
は
空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、特
に

倒
壊
リ
ス
ク
の
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。今
後
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　公
的
補
助
に
つ
い
て
は
、社
会
的
な
問
題

と
し
て
早
急
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
り

効
果
的
な
対
応
を
図
る

ど
う
す
る

危
険
空
き
家

居
樹
　豊 

議
員

  　岡 産業振興課長
　本町には和気鵜飼谷温泉をはじめ、益原多
目的公園、和気美しい森など多くの観光施設
があり積極的に活用する企画をぜひ考えてい
きたい。

  　今田 副町長
　観光業務は本町の地域振興にとって重要な
位置を占めており優先順位を明確にして、重要
施策に集中させることで、効果的な推進を図っ
ていく。また、民間事業者や観光協会などの連
携を強化し役場単独では対応が難しい部分を
補完する仕組みを構築したい。

新たな観光施策による町の活性化を
      人口減少化の下で町の魅力化は重要課題である。自然環境に恵まれ、交通アクセスも
良く環境条件を生かした観光を柱とした交流人口増の対策を伺いたい。

耕作放棄地の対策強化を

      農家の現状は、高齢化・後継者不足
等により深刻な問題に直面している。耕
作放棄地は自然環境を損なうだけでな
く、有害鳥獣の住処や近隣農家、住宅に
も影響を来たしており今後の強化策を
伺いたい。

  　岡 産業振興課長
　町内の農地面積は1,200ha。耕作放棄地
は令和5年度205haで増加傾向にある。

  　今田 副町長
　地元の聞き取りの中から具体的な地域課題
を見つけ、柔軟な利用計画を考えていきたい。

　農地所有者には、まず地元区長、農業委員な
どと相談を行う。対応が困難な場合は農地所有
者もしくは管理者に指導文書を送付している。
　今後は地域に出向き持続可能な農業経営に
つながる環境整備に努め、農業委員会と連携を
密にし、総合的な農業施策を推進していきたい。

学
校
給
食
費
無
償
化

実
現
は
で
き
な
い
か

国
の
補
助
な
ど
が
あ
れ
ば

実
現
に
向
け
検
討

動画はこちら

　  新
田 

教
育
次
長

　
①
現
在
学
校
給
食
に
か
か
る
経
費
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
１
億
３
４
７
６

万
１
０
０
０
円
で
食
材
費
高
騰
分
補
助
金
を
除
く
と
１
億
３
０
２
８
万
５
０
０
０

円
で
そ
の
う
ち
町
の
補
助（
第
２
子
半
額
、第
３
子
以
降
無
料
）は
１
３
４
１
万
円
、

保
護
者
の
負
担
は
、４
８
４
０
万
８
０
０
０
円
程
度
で
あ
る
。

　  太
田 

町
長

　
県
議
会
議
長
あ
て
に
学
校
給
食
の

無
償
化
に
か
か
る
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。国
か
ら
特
別
交
付
金
な

ど
が
あ
れ
ば
無
償
化
の
方
向
で
検
討

し
た
い
。

　  徳
永 

教
育
長

　
②
佐
伯
調
理
場
に
つ
い
て
は
当
分

の
間
現
状
の
ま
ま
で
給
食
を
受
配
し

て
い
く
。佐
伯
地
域
の
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
結
論
を
得
る
の
が
先
だ
と

考
え
て
い
る
。無
償
化
に
つ
い
て
は

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

町
長
、関
係
各
課
と
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　  ①
現
在
、給
食
に
か
か
る
経
費
と
町
の
補
助
、保
護
者
の
負
担
は
い
く
ら
か
。

　②
佐
伯
調
理
場
の
経
費
は
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
か
。本
荘
調
理
場
と
合

併
し
、そ
の
経
費
を
給
食
無
償
化
に
充
て
て
は
ど
う
か
。

山
本
　稔 

議
員

美作岡山道路佐伯インターの残地

佐伯インターのところに緊急ヘリポートはできないか

　  佐伯インターのところに県有地がある、
そこに緊急ヘリポートはできないか。

　  永宗 総務事業部長
　佐伯には吉井川両岸と、佐伯グラウンド、ロマンツェ
多目的広場の４か所にあり、佐伯地域はカバーしてい
る。提案の場所は考えていない。

町主催イベントスケジュール、宣伝は今のままでいいか
　  町主催のイベントや会議が重なっている、庁舎内でスケジュール管理ができているか、
駐車場の確保も問題があるのではないか。

　  則枝 総務部長
　今年度、イベントや会議が重なった事例が
発生しており、庁舎内で情報共有が不十分
だったと認識している。事態を改善するためイ
ベント等の日程を共有できる仕組み作りを整
備している。

　  西本 産業建設部長
　イベントのＰRや宣伝は、チラシやホームページ、
告知放送、新聞、テレビなどで行っている。駐車場
不足の解消は長年の課題であり駐車場の増設も
進めているが出展者、主催者の分散駐車や、シャト
ルバスの運行についても検討したい。

倒壊リスクの高い家屋

人
気
の
和
気
美
し
い
森

佐
伯
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
カ
ヌ
ー
体
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西
本 

産
業
建
設
部
長

　
令
和
４
年
度
の
空
き
家
実
態
調
査
で
は
、９
８
６
戸

を
確
認
し
て
い
る
。解
体
に
あ
た
っ
て
の
公
費
補
助
に
つ

い
て
は
、現
在
、空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
中
で
令

和
７
年
度
中
に
解
体
、除
去
に
対
す
る
補
助
金
交
付
要

綱
の
策
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
長
期
間
に
わ
た
り
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や

県
外
地
権
者
な
ど
難
し
い
状
況
も
あ
る
。今
後
は
、補

助
金
制
度
の
活
用
や
税
金
の
除
外
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

  

太
田 

町
長

　
全
国
的
に
も
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、空
き

家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、効
果
的
な
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

　町
内
に
は
空
き
家
が
増
加
し
て
お
り
、特
に

倒
壊
リ
ス
ク
の
高
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。今
後
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　公
的
補
助
に
つ
い
て
は
、社
会
的
な
問
題

と
し
て
早
急
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
り

効
果
的
な
対
応
を
図
る

ど
う
す
る

危
険
空
き
家

居
樹
　豊 

議
員

  　岡 産業振興課長
　本町には和気鵜飼谷温泉をはじめ、益原多
目的公園、和気美しい森など多くの観光施設
があり積極的に活用する企画をぜひ考えてい
きたい。

  　今田 副町長
　観光業務は本町の地域振興にとって重要な
位置を占めており優先順位を明確にして、重要
施策に集中させることで、効果的な推進を図っ
ていく。また、民間事業者や観光協会などの連
携を強化し役場単独では対応が難しい部分を
補完する仕組みを構築したい。

新たな観光施策による町の活性化を
      人口減少化の下で町の魅力化は重要課題である。自然環境に恵まれ、交通アクセスも
良く環境条件を生かした観光を柱とした交流人口増の対策を伺いたい。

耕作放棄地の対策強化を

      農家の現状は、高齢化・後継者不足
等により深刻な問題に直面している。耕
作放棄地は自然環境を損なうだけでな
く、有害鳥獣の住処や近隣農家、住宅に
も影響を来たしており今後の強化策を
伺いたい。

  　岡 産業振興課長
　町内の農地面積は1,200ha。耕作放棄地
は令和5年度205haで増加傾向にある。

  　今田 副町長
　地元の聞き取りの中から具体的な地域課題
を見つけ、柔軟な利用計画を考えていきたい。

　農地所有者には、まず地元区長、農業委員な
どと相談を行う。対応が困難な場合は農地所有
者もしくは管理者に指導文書を送付している。
　今後は地域に出向き持続可能な農業経営に
つながる環境整備に努め、農業委員会と連携を
密にし、総合的な農業施策を推進していきたい。

学
校
給
食
費
無
償
化

実
現
は
で
き
な
い
か

国
の
補
助
な
ど
が
あ
れ
ば

実
現
に
向
け
検
討

動画はこちら

　  新
田 

教
育
次
長

　
①
現
在
学
校
給
食
に
か
か
る
経
費
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
１
億
３
４
７
６

万
１
０
０
０
円
で
食
材
費
高
騰
分
補
助
金
を
除
く
と
１
億
３
０
２
８
万
５
０
０
０

円
で
そ
の
う
ち
町
の
補
助（
第
２
子
半
額
、第
３
子
以
降
無
料
）は
１
３
４
１
万
円
、

保
護
者
の
負
担
は
、４
８
４
０
万
８
０
０
０
円
程
度
で
あ
る
。

　  太
田 

町
長

　
県
議
会
議
長
あ
て
に
学
校
給
食
の

無
償
化
に
か
か
る
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。国
か
ら
特
別
交
付
金
な

ど
が
あ
れ
ば
無
償
化
の
方
向
で
検
討

し
た
い
。

　  徳
永 

教
育
長

　
②
佐
伯
調
理
場
に
つ
い
て
は
当
分

の
間
現
状
の
ま
ま
で
給
食
を
受
配
し

て
い
く
。佐
伯
地
域
の
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
結
論
を
得
る
の
が
先
だ
と

考
え
て
い
る
。無
償
化
に
つ
い
て
は

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

町
長
、関
係
各
課
と
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　  ①
現
在
、給
食
に
か
か
る
経
費
と
町
の
補
助
、保
護
者
の
負
担
は
い
く
ら
か
。

　②
佐
伯
調
理
場
の
経
費
は
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
か
。本
荘
調
理
場
と
合

併
し
、そ
の
経
費
を
給
食
無
償
化
に
充
て
て
は
ど
う
か
。

山
本
　稔 

議
員

美作岡山道路佐伯インターの残地

佐伯インターのところに緊急ヘリポートはできないか

　  佐伯インターのところに県有地がある、
そこに緊急ヘリポートはできないか。

　  永宗 総務事業部長
　佐伯には吉井川両岸と、佐伯グラウンド、ロマンツェ
多目的広場の４か所にあり、佐伯地域はカバーしてい
る。提案の場所は考えていない。

町主催イベントスケジュール、宣伝は今のままでいいか
　  町主催のイベントや会議が重なっている、庁舎内でスケジュール管理ができているか、
駐車場の確保も問題があるのではないか。

　  則枝 総務部長
　今年度、イベントや会議が重なった事例が
発生しており、庁舎内で情報共有が不十分
だったと認識している。事態を改善するためイ
ベント等の日程を共有できる仕組み作りを整
備している。

　  西本 産業建設部長
　イベントのＰRや宣伝は、チラシやホームページ、
告知放送、新聞、テレビなどで行っている。駐車場
不足の解消は長年の課題であり駐車場の増設も
進めているが出展者、主催者の分散駐車や、シャト
ルバスの運行についても検討したい。

倒壊リスクの高い家屋

人
気
の
和
気
美
し
い
森

佐
伯
B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
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カ
ヌ
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動画はこちら

商
業
施
設
、飲
食
店
、

書
店
な
ど
の
空
白
地
域
へ
の

誘
致
の
現
状
は

近
年
、誘
致
に
向
け
た

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は

起
こ
し
て
い
な
い

我
澤 

隆
司
議
員

  　寺尾 まち経営課長
　コロナ禍以降、再開されていない。現在、国際交流の取り組みは、小・中学校で行われているオース
トラリアとの遠隔交流がある。さらに来年度はホームステイ事業を計画している。上海市嘉定区からも
交流事業再開の話も出ている。

　  中国の上海市嘉定区やカナダのアルバータ州
ハナ町との交流があったが、現状と今後は。

  　太田 町長
　町内企業と海外の交流について話をした
ことはないが、今後、話をさせていただきたい。

国際交流の現状と今後の考えは

　  入札結果や入札情報が町のホームページに出されないが、もっとホームページ上にも
情報公開を進めるべきでは。

　  則枝 総務部長
　町では令和4年度より岡山県電子入札共同利用推進協議会に参加している。工事と業務委託に

ついては岡山県電子入札共同利用システムの電子入札システムを利用した電子入札で請負者の決

定を実施している。この入札システムの利用に伴い入札情報と入札結果について情報公開をしてお

り、誰でも入札結果などを閲覧できるようになっている。他の自治体ではホームページに入札情報公開

システムのリンクを掲載して入札結果の公表をしている。和気町も同様の仕組みづくりに向けて作業を

進めていきたいと考えている。

和気町役場の情報公開をもっと進めるべきではないか

　  町政懇談会の実施方法については工夫しているが参加者が増えない。土日の日程も
考えたり、子どもの保育室も準備したほうがいいのではないか。

　  則枝 総務部長
　いろいろ工夫もしてきたが参加者は減少している。今後とも議員皆さんの意見も参考に改善をして

いきたいと考えている。

町政懇談会の改善をするべきでは

※ＰＦＡＳ（ピーファス）
人工的に作られた「有機フッ素化合物」の総称で１万以上の種類がある。代表的な物質として、ＰＦＯＳ（ピー
フォス）と、ＰＦＯＡ（ピーフォア）がある。これらの物質は、産業利用に適している反面、自然界に放出されると
ほとんど分解されないまま残り、生物に取り込まれると体内に蓄積されやすいことから、国際的に禁止・規制
されている。

森
林
環
境
譲
与
税
と

地
方
た
ば
こ
税
の
使
い
道
は

　   

目
的
税
で
あ
る
森
林
環
境
譲
与
税
。

６
年
間
の
譲
与
額
と
使
い
道
は
。

　   

市
町
村
た
ば
こ
税
は
目
的
税
で
は
な
い

が
、年
間
９
０
０
０
万
円
弱
の
税
収
が
あ
る
。

公
園
や
和
気
駅
周
辺
を
禁
煙
に
し
た
上
で
、

分
煙
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　  岡 

産
業
振
興
課
長

　
６
年
間
で
２
６
７
２
万
円
の
見
込
み
。森
林
の

現
況
調
査
や
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
な
ど
に
充

て
て
い
る
。和
気
美
し
い
森
の
木
製
遊
具
の
修
繕

な
ど
に
も
活
用
。不
要
額
は
、基
金
に
積
み
立
て

１
０
１
８
万
円
の
残
高
。

　  則
枝 

総
務
部
長

　
一
般
財
源
と
し
て
活
用
し
て
、分
煙
対
策
な
ど

に
は
使
っ
て
い
な
い
。喫
煙
す
る
方
、し
な
い
方
が

共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の

が
行
政
で
あ
り
、政
治
だ
。今

回
の
質
問
は
、食
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
商
業
施
設
、飲
食

業
な
ど
、企
業
の
店
舗
誘
致

の
話
。ま
ず
は
情
報
収
集
。プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始
め
な

い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
。

意
見

　
受
動
喫
煙
に
よ
る
国
内
で
の
年
間
死
者
は
６
８
０
０

人
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。せ
め
て
税
収
の
10
％
ぐ
ら
い
、

禁
煙
や
分
煙
対
策
に
使
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見

海外派遣する国際交流は、子どもたちの
人生を大きく左右する可能性がある事業
だ。最優先で考えていただきたい。

意
見

食
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も

飲
食
店
企
業
誘
致
に

期
待
し
た
い
佐
伯
地
域

オーストラリアの小学校と遠隔交流

　
　 

佐
伯
地
域
な
ど
空
白
地
域
に
誘
致
を
行
っ
て
き
た
か
。食
の

企
業
誘
致
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、意
義
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　  寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
近
年
、
町
か
ら
誘
致
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
起
こ
し

て
い
な
い
。

　
　 

書
店
に
つ
い
て
は
和
気
町
内
に
は
存
在
し
な
い
が
、ど
う
考

え
る
か
。図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
と
い
う
企
業
が
、各
地
の
図

書
館
で
本
を
販
売
す
る
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　  寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
和
気
町
へ
の
書
店
誘
致
は

困
難
だ
。
図
書
館
で
本
を
売

る
と
い
う
実
験
は
、
成
功
す
れ

ば
検
討
す
る
価
値
は
十
分
あ

る
と
考
え
る
。

水
道
水
を
安
全
に
飲
め
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は

水
質
基
準
に
適
合
し
て
お
り

安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い

動画はこちら

  　

     

環
境
省
と
国
土
交
通
省
の
水
道
水
の
全
国
調
査
に
お
い
て
、

岡
山
県
の
8
水
道
事
業
か
ら
P
F
A
S
※
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
内
町
内
で
は
、南
部
簡
易
水
道
24
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、吉
田
簡

易
水
道
19
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、上
水
道
事
業
12
ナ
ノ
グ
ラ
ム
の
３
か

所
で
あ
っ
た
。町
民
の
方
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。安
心
し
て
い

い
の
か
。ま
た
、供
給
し
て
い
る
飲
料
業
者
に
報
告
し
た
か
。

  

　柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
調
査
結
果
は
水
道
事
業
と
し
て
は
３
か
所
入
っ
て
い
た
。上
水
道
は

宿
と
田
原
水
源
地
と
あ
る
の
で
井
戸
と
し
て
は
４
か
所
に
な
る
。検
査

の
結
果
は
水
道
法
第
４
条
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
水
質
基
準
に
適
合
し
て

お
り
、P
F
O
S
、P
F
O
A
の
水
質
管
理
目
標
は
、水
１
ℓ
あ
た
り
50

ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
と
な
っ
て
い
る
の
で
ま
ず
は
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
上
水
道
か
ら
飲
料
業
者
に
供
給
し
て
い
る
が
、既
に
水
質
検
査
結
果

は
和
気
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。事
業
者
へ
の
報
告
は
、

対
象
区
域
に
は
飲
料
業
者
の
ほ
か
に
食
品
業
者
、そ
れ
か
ら
飲
食
店
も

あ
る
。ま
た
現
時
点
で
は
健
康
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、個
別
の
周
知
は
し
て
い
な
い
。

　
和
気
町
の
水
源
は
浅
井
戸
で
地
下
水
を
く
み
上
げ
消
毒
処
理
の
み

を
し
て
供
給
し
て
い
る
。P
F
A
S
に
係
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
を
除

去
す
る
た
め
に
は
活
性
炭
吸
着
処
理
が一
般
的
だ
が
、１
０
０
％
除
去
す

る
こ
と
は
難
し
い
。こ
の
汚
水
処
理
施
設
を
構
築
す
る
に
は
１
つ
の
水
源

に
数
億
円
程
度
の
費
用
が
生
じ
る
と
考
え
て
お
り
、水
道
を
使
用
す
る

町
民
の
負
担
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

西
中 
純一 

議
員

　  町内には海外拠点を持つ企業がある。ビジネスで海外とつながっている地元の企業と
の連携が欠かせないと思うが、現状の取り組みは。
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動画はこちら

商
業
施
設
、飲
食
店
、

書
店
な
ど
の
空
白
地
域
へ
の

誘
致
の
現
状
は

近
年
、誘
致
に
向
け
た

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は

起
こ
し
て
い
な
い

我
澤 

隆
司
議
員

  　寺尾 まち経営課長
　コロナ禍以降、再開されていない。現在、国際交流の取り組みは、小・中学校で行われているオース
トラリアとの遠隔交流がある。さらに来年度はホームステイ事業を計画している。上海市嘉定区からも
交流事業再開の話も出ている。

　  中国の上海市嘉定区やカナダのアルバータ州
ハナ町との交流があったが、現状と今後は。

  　太田 町長
　町内企業と海外の交流について話をした
ことはないが、今後、話をさせていただきたい。

国際交流の現状と今後の考えは

　  入札結果や入札情報が町のホームページに出されないが、もっとホームページ上にも
情報公開を進めるべきでは。

　  則枝 総務部長
　町では令和4年度より岡山県電子入札共同利用推進協議会に参加している。工事と業務委託に

ついては岡山県電子入札共同利用システムの電子入札システムを利用した電子入札で請負者の決

定を実施している。この入札システムの利用に伴い入札情報と入札結果について情報公開をしてお

り、誰でも入札結果などを閲覧できるようになっている。他の自治体ではホームページに入札情報公開

システムのリンクを掲載して入札結果の公表をしている。和気町も同様の仕組みづくりに向けて作業を

進めていきたいと考えている。

和気町役場の情報公開をもっと進めるべきではないか

　  町政懇談会の実施方法については工夫しているが参加者が増えない。土日の日程も
考えたり、子どもの保育室も準備したほうがいいのではないか。

　  則枝 総務部長
　いろいろ工夫もしてきたが参加者は減少している。今後とも議員皆さんの意見も参考に改善をして

いきたいと考えている。

町政懇談会の改善をするべきでは

※ＰＦＡＳ（ピーファス）
人工的に作られた「有機フッ素化合物」の総称で１万以上の種類がある。代表的な物質として、ＰＦＯＳ（ピー
フォス）と、ＰＦＯＡ（ピーフォア）がある。これらの物質は、産業利用に適している反面、自然界に放出されると
ほとんど分解されないまま残り、生物に取り込まれると体内に蓄積されやすいことから、国際的に禁止・規制
されている。

森
林
環
境
譲
与
税
と

地
方
た
ば
こ
税
の
使
い
道
は

　   

目
的
税
で
あ
る
森
林
環
境
譲
与
税
。

６
年
間
の
譲
与
額
と
使
い
道
は
。

　   

市
町
村
た
ば
こ
税
は
目
的
税
で
は
な
い

が
、年
間
９
０
０
０
万
円
弱
の
税
収
が
あ
る
。

公
園
や
和
気
駅
周
辺
を
禁
煙
に
し
た
上
で
、

分
煙
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　  岡 

産
業
振
興
課
長

　
６
年
間
で
２
６
７
２
万
円
の
見
込
み
。森
林
の

現
況
調
査
や
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
な
ど
に
充

て
て
い
る
。和
気
美
し
い
森
の
木
製
遊
具
の
修
繕

な
ど
に
も
活
用
。不
要
額
は
、基
金
に
積
み
立
て

１
０
１
８
万
円
の
残
高
。

　  則
枝 

総
務
部
長

　
一
般
財
源
と
し
て
活
用
し
て
、分
煙
対
策
な
ど

に
は
使
っ
て
い
な
い
。喫
煙
す
る
方
、し
な
い
方
が

共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の

が
行
政
で
あ
り
、政
治
だ
。今

回
の
質
問
は
、食
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
商
業
施
設
、飲
食

業
な
ど
、企
業
の
店
舗
誘
致

の
話
。ま
ず
は
情
報
収
集
。プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
始
め
な

い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
。

意
見

　
受
動
喫
煙
に
よ
る
国
内
で
の
年
間
死
者
は
６
８
０
０

人
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。せ
め
て
税
収
の
10
％
ぐ
ら
い
、

禁
煙
や
分
煙
対
策
に
使
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見

海外派遣する国際交流は、子どもたちの
人生を大きく左右する可能性がある事業
だ。最優先で考えていただきたい。

意
見

食
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も

飲
食
店
企
業
誘
致
に

期
待
し
た
い
佐
伯
地
域

オーストラリアの小学校と遠隔交流

　
　 

佐
伯
地
域
な
ど
空
白
地
域
に
誘
致
を
行
っ
て
き
た
か
。食
の

企
業
誘
致
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、意
義
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　  寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
近
年
、
町
か
ら
誘
致
に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
起
こ
し

て
い
な
い
。

　
　 

書
店
に
つ
い
て
は
和
気
町
内
に
は
存
在
し
な
い
が
、ど
う
考

え
る
か
。図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
と
い
う
企
業
が
、各
地
の
図

書
館
で
本
を
販
売
す
る
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
。

　  寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
和
気
町
へ
の
書
店
誘
致
は

困
難
だ
。
図
書
館
で
本
を
売

る
と
い
う
実
験
は
、
成
功
す
れ

ば
検
討
す
る
価
値
は
十
分
あ

る
と
考
え
る
。

水
道
水
を
安
全
に
飲
め
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は

水
質
基
準
に
適
合
し
て
お
り

安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い

動画はこちら

  　

     

環
境
省
と
国
土
交
通
省
の
水
道
水
の
全
国
調
査
に
お
い
て
、

岡
山
県
の
8
水
道
事
業
か
ら
P
F
A
S
※
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
内
町
内
で
は
、南
部
簡
易
水
道
24
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、吉
田
簡

易
水
道
19
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、上
水
道
事
業
12
ナ
ノ
グ
ラ
ム
の
３
か

所
で
あ
っ
た
。町
民
の
方
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。安
心
し
て
い

い
の
か
。ま
た
、供
給
し
て
い
る
飲
料
業
者
に
報
告
し
た
か
。

  

　柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
調
査
結
果
は
水
道
事
業
と
し
て
は
３
か
所
入
っ
て
い
た
。上
水
道
は

宿
と
田
原
水
源
地
と
あ
る
の
で
井
戸
と
し
て
は
４
か
所
に
な
る
。検
査

の
結
果
は
水
道
法
第
４
条
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
水
質
基
準
に
適
合
し
て

お
り
、P
F
O
S
、P
F
O
A
の
水
質
管
理
目
標
は
、水
１
ℓ
あ
た
り
50

ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
と
な
っ
て
い
る
の
で
ま
ず
は
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
上
水
道
か
ら
飲
料
業
者
に
供
給
し
て
い
る
が
、既
に
水
質
検
査
結
果

は
和
気
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
。事
業
者
へ
の
報
告
は
、

対
象
区
域
に
は
飲
料
業
者
の
ほ
か
に
食
品
業
者
、そ
れ
か
ら
飲
食
店
も

あ
る
。ま
た
現
時
点
で
は
健
康
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、個
別
の
周
知
は
し
て
い
な
い
。

　
和
気
町
の
水
源
は
浅
井
戸
で
地
下
水
を
く
み
上
げ
消
毒
処
理
の
み

を
し
て
供
給
し
て
い
る
。P
F
A
S
に
係
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
を
除

去
す
る
た
め
に
は
活
性
炭
吸
着
処
理
が一
般
的
だ
が
、１
０
０
％
除
去
す

る
こ
と
は
難
し
い
。こ
の
汚
水
処
理
施
設
を
構
築
す
る
に
は
１
つ
の
水
源

に
数
億
円
程
度
の
費
用
が
生
じ
る
と
考
え
て
お
り
、水
道
を
使
用
す
る

町
民
の
負
担
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

西
中 

純一 

議
員

　  町内には海外拠点を持つ企業がある。ビジネスで海外とつながっている地元の企業と
の連携が欠かせないと思うが、現状の取り組みは。
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ご
み
搬
出
量
の
削
減
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を

目
指
す

動画はこちら

①
入
園
料
は
な
ぜ
取
ら
な
い
の
か
。

②
世
界
バ
ラ
会
議※

福
山
大
会
２
０
２
５
に
出
場
し
て

は
ど
う
か
。

③
今
後
の
日
笠
の
バ
ラ
園
の
今
後
の
バ
ラ
色
の
絵
は
。

　  岡 

産
業
振
興
課
長

①
無
料
の
理
由
は
、多
く
の
方
に
気
軽
に
バ
ラ
園
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、美
し
い
バ
ラ
や
周
り
の
風
景
な
ど
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
。

有
料
化
は
、収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、

入
退
場
者
の
管
理
な
ど
に
伴
う
人
員
の
強
化
が
必
要
と
な
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。慎
重
に
検
討
し
た
上
で
、来
年
度
以
降
の
方
針
を

決
め
て
い
く
。

②
日
笠
バ
ラ
園
の
バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
で
あ
り
、参
加
に
つ
い
て
は
、福

山
市
の
大
会
事
務
局
や
バ
ラ
の
管
理
会
の
方
と
も
相
談
し
な
が
ら

判
断
し
た
い
。

③
地
域
に
即
し
た
観
光
施
設
と
し
て
多
く
の
方
が
訪
れ
、美
し
い
バ
ラ

を
観
賞
で
き
る
魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
、今
後
も
地
域
住
民
や

団
体
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、来
園
客
の
満
足
度
向
上
に
努

め
て
い
く
。

日
笠
バ
ラ
園
の
運
営
は

神
﨑 

良一 

議
員

和
気
町
の
ご
み
問
題
と

そ
の
対
策
は

  

　 万
代 

民
生
福
祉
部
長

①
可
燃
ご
み
は
年
間
2
5
3
9
t
、粗
大
ご
み
は
63
t
、不

燃
ご
み
は
48
t
、生
ご
み
は
4
5
3
t
、そ
の
他
資
源
ご

み
は
3
6
7
t
。近
年
の
ご
み
の
量
の
傾
向
は
、可
燃
ご
み

は
横
ば
い
で
、生
ご
み
や
資
源
ご
み
の
量
が
減
少
し
て
い
る
。

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
分
別
の
精
度
が
悪
く

な
っ
て
い
る
。

②
粗
大
ご
み
、不
燃
物
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
な
く
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
内
で
処
理
が
で
き
て
い
る
。可
燃

ご
み
に
つ
い
て
は
、１
日
の
処
理
能
力
が
10
t
の
炉
で
焼
却

処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、年
間
2
5
3
9
t
を
１
日
に
換

算
す
る
と
10
・９
t
に
な
る
。平
日
の
み
で
は
ご
み
を
焼
却

す
る
こ
と
が
困
難
で
、土
曜
日
の
焼
却
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
近
年
続
い
て
い
る
。

③
ご
み
搬
出
量
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
、分
別
意
識
の
向
上
と
ご
み
の
減
量
化
は
、

環
境
衛
生
指
導
員
を
通
じ
て
の
周
知
や
広
報
誌
で
の
周

知
な
ど
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
の
新
た
な
る

分
別
品
目
と
し
て
、製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
を

実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
リ
ユ
ー
ス
の

推
進
も
、現
在
検
討
中
だ
。

④
製
品
プ
ラ
等
の
対
策
と
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
き
て

い
る
製
品（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、ハ
ン
ガ
ー
、プ
ラ
ン
タ
ー
、じ
ょ

う
ろ
、ち
り
取
り
な
ど
）も
分
別
の
対
象
に
加
え
て
い
く
。

令
和
８
年
４
月
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。リ
ユ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、赤
磐
市
は「
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
で
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
」の
運
営
を
し
て
お
り
、瀬
戸
内
市
で
は「
も
っ
た
い
な

い
市
、リ
サ
イ
ク
ル
工
房
な
ど
」が
運
営
し
て
お
り
、和
気
町

も
こ
う
い
っ
た
取
組
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

  
　 太
田 

町
長

⑤『
ジ
モ
テ
ィ
ー
』は
研
究
し
、和
気
町
に
つ
い
て
も
リ
ユ
ー
ス
の

方
向
を
今
後
模
索
し
、民
間
企
業
と
も
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

管理に苦慮している町道

※おかやまアダプト
活動団体として認定を受けた住民や企業が、道路・河川などを定期的に清掃・美化活動を行うもので、
町内の認定件数は70件。

※基準財政需要額
各地方団体の財政需要を合理的に測定するため
に、当該団体において算出された額。

※世界バラ会議
今年５月に福山市で開催（３年に１度の開催）される世界最大のバラに関する国際会議のことで、４０か国が加盟する世
界バラ会連合会が主催する。大会には、バラの研究家、生産者、愛好家など、世界のバラの関係者、約６００人から７００
人が一堂に会し、バラの講義や庭園ツアー、優秀庭園賞の決定、殿堂入りのバラの審査、決定などが行われる。本会議
は、５月１８日から２４日までの７日間。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
現
在
の
町
道
は
９
５
１
路
線
・
総
延
長
は
３
４
９
㎞
。

そ
の
う
ち
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
主
要
道
の一
部
に
つ
い
て
は
、

路
肩
の
草
刈
り
な
ど
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。そ
の
他

の
町
道
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
に
お
い
て
草
刈
り
な
ど
協

力
願
っ
て
い
る
。

動画はこちら

  

　
町
道
の
路
線
数
と
総
延
長
は
。ま
た
、そ
の
管

理
状
況
は
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
町
道
管
理
に
対
す
る
基
準
財
政
需
要
額
※
は
町
道
の

延
長
と
面
積
な
ど
で
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
数
値

  

　
和
気
町
へ
交
付
さ
れ
て
い
る
道
路
関
係
の
基

準
財
政
需
要
額
と
そ
の
積
算
は
。

  

　太
田 

町
長

　
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
も
苦
慮

し
て
い
る
。町
政
懇
談
会
の
２
会
場
で
意
見
を
い
た
だ
い
た

が
地
域
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。人
口

減
と
高
齢
化
の
進
む
中
、
地
域
と
の
委
託
契
約
が
で
き
、

地
域
住
民
の
方
の
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
感
謝
し
た
い
。

  

　
今
回
の
町
政
懇
談
会
で
も一部
の
会
場
で
道
路

管
理
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。太

田
町
長
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
針
に
沿
う
事
業
だ
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
苦
慮
し
て
い
る
状
況
だ
。

地
元
区
と
の
委
託
契
約
に
よ
り
、
是
非
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

  

　
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
と
高
齢
化
に
よ
り
、

町
道
は
も
と
よ
り
農
道
・
林
道
・
河
川
な
ど
の
維

持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
だ
。１０
軒
あ
っ
た

集
落
も
３
軒
と
な
り
高
齢
者
の
み
の
集
落
や
、

５・
６
軒
あ
っ
た
集
落
も
消
滅
し
つ
つ
あ
る
状
況

も
見
受
け
ら
れ
る
。多
額
の
交
付
税
措
置
が
あ
る

と
は
い
え
、和
気
町
の
財
政
状
況
か
ら
し
て
、す

べ
て
の
町
道
の
維
持
管
理
を
行
政
が
業
者
委
託

で
実
施
す
る
こ
と
は
到
底
無
理
だ
と
は
認
識
し

て
い
る
。そ
こ
で
、岡
山
県
が
実
施
し
て
い
る
お

か
や
ま
ア
ダ
プ
ト※

に
準
じ
た
和
気
町
型
ア
ダ
プ

ト
事
業
は
展
開
で
き
な
い
か
。例
え
ば
、ラ
ン
ク

付
け
し
、Ａ
ラ
ン
ク
は
雑
木
等
の
徐
去
の
必
要
な

道
路
、Ｂ
ラ
ン
ク
は
、道
路
の
法
面
の
大
き
い
道

路
、Ｃ
ラ
ン
ク
は
、路
肩
の
草
刈
り
の
み
と
し
、各

行
政
区
と
委
託
契
約
し
、地
域
の
出
会
い
仕
事
を

助
成
で
き
な
い
か
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
町
道
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
舗
装
の
パ
ッ
チ
ン
グ
、

主
要
道
の
草
刈
り
・
支
障
木
の
伐
採
処
理
な
ど
が
主
な

事
業
だ
。通
常
の
年
間
経
費
に
つ
い
て
は
、
舗
装
修
繕
工
事

に
約
1
4
0
0
万
円
、路
肩
の
草
刈
り
及
び
支
障
木
の
除

去
な
ど
に
約
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

  

　
町
道
の
通
常
管
理
の
状
況
と
年
間
経
費
は
。

地
域
の
協
力
を
得
て

実
施
へ
向
け
検
討
し
た
い

和
気
町
型
ア
ダ
プ
ト

事
業
を
展
開
で
き
な
い
か

山
本 
泰
正 

議
員

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
額
は
近
年
の
平
均
で
約
１
億
６
千

万
円
だ
。

ご
み
問
題
の
解
決
方
法
は
。

①
現
在
の
和
気
町
の
ご
み
の
量
は
。

②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
能
力
は
。

③
今
後
の
対
応
は
。

④
リ
ユ
ー
ス
や
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別

収
集
の
具
体
策
は
。

⑤『 

ジ
モ
ティ
ー
※
』は
知
っ
て
い
る
か
。

　  太
田 

町
長

③
日
笠
バ
ラ
園
の
今
後
に
つ
い
て
は
、地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い

く
の
が
必
要
と
考
え
る
。管
理
を
す
る
方
の
高
齢
化
の
実
態
も
あ
り
、

今
以
上
に
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。楽
し
み
に
し
て
来
る

方
も
多
い
の
で
、期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
よ
り
よ
い
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　『
ジ
モ
テ
ィ
ー
』を
活
用
し
て
、愛
知
県
名
古
屋
市

は
官
民
連
携
の
リ
ユ
ー
ス
拠
点（
ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ

ト
名
古
屋
）今
年
10
月
開
設
し
、１
か
月
間
で
約

３
２
０
０
t
の
ご
み
の
減
量
を
試
算
し
て
い
る
。和
気

町
も
こ
れ
に
倣
い
、不
用
品
を
リ
ユ
ー
ス
、民
間
連
携

リ
ユ
ー
ス
事
業
と
し
て
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

意
見

※ジモティー
様々な情報を都道府県別や市
区町村別に一覧した民間情報
サイト。『売ります・あげます情
報』『不動産情報』『求人情報』
等カテゴリー別に、利用者の目
的に応じて分類された情報が掲
載され、利用者は無料で情報交
換することが可能。誰でも簡単
に利用できることから、月間で約
１千万人に利用されている。
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ご
み
搬
出
量
の
削
減
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を

目
指
す

動画はこちら

①
入
園
料
は
な
ぜ
取
ら
な
い
の
か
。

②
世
界
バ
ラ
会
議※

福
山
大
会
２
０
２
５
に
出
場
し
て

は
ど
う
か
。

③
今
後
の
日
笠
の
バ
ラ
園
の
今
後
の
バ
ラ
色
の
絵
は
。

　  岡 

産
業
振
興
課
長

①
無
料
の
理
由
は
、多
く
の
方
に
気
軽
に
バ
ラ
園
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、美
し
い
バ
ラ
や
周
り
の
風
景
な
ど
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
。

有
料
化
は
、収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、

入
退
場
者
の
管
理
な
ど
に
伴
う
人
員
の
強
化
が
必
要
と
な
る
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。慎
重
に
検
討
し
た
上
で
、来
年
度
以
降
の
方
針
を

決
め
て
い
く
。

②
日
笠
バ
ラ
園
の
バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
で
あ
り
、参
加
に
つ
い
て
は
、福

山
市
の
大
会
事
務
局
や
バ
ラ
の
管
理
会
の
方
と
も
相
談
し
な
が
ら

判
断
し
た
い
。

③
地
域
に
即
し
た
観
光
施
設
と
し
て
多
く
の
方
が
訪
れ
、美
し
い
バ
ラ

を
観
賞
で
き
る
魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
、今
後
も
地
域
住
民
や

団
体
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、来
園
客
の
満
足
度
向
上
に
努

め
て
い
く
。

日
笠
バ
ラ
園
の
運
営
は

神
﨑 

良一 

議
員

和
気
町
の
ご
み
問
題
と

そ
の
対
策
は

  

　 万
代 

民
生
福
祉
部
長

①
可
燃
ご
み
は
年
間
2
5
3
9
t
、粗
大
ご
み
は
63
t
、不

燃
ご
み
は
48
t
、生
ご
み
は
4
5
3
t
、そ
の
他
資
源
ご

み
は
3
6
7
t
。近
年
の
ご
み
の
量
の
傾
向
は
、可
燃
ご
み

は
横
ば
い
で
、生
ご
み
や
資
源
ご
み
の
量
が
減
少
し
て
い
る
。

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
分
別
の
精
度
が
悪
く

な
っ
て
い
る
。

②
粗
大
ご
み
、不
燃
物
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
な
く
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
内
で
処
理
が
で
き
て
い
る
。可
燃

ご
み
に
つ
い
て
は
、１
日
の
処
理
能
力
が
10
t
の
炉
で
焼
却

処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、年
間
2
5
3
9
t
を
１
日
に
換

算
す
る
と
10
・９
t
に
な
る
。平
日
の
み
で
は
ご
み
を
焼
却

す
る
こ
と
が
困
難
で
、土
曜
日
の
焼
却
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
近
年
続
い
て
い
る
。

③
ご
み
搬
出
量
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
、分
別
意
識
の
向
上
と
ご
み
の
減
量
化
は
、

環
境
衛
生
指
導
員
を
通
じ
て
の
周
知
や
広
報
誌
で
の
周

知
な
ど
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
の
新
た
な
る

分
別
品
目
と
し
て
、製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
を

実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
リ
ユ
ー
ス
の

推
進
も
、現
在
検
討
中
だ
。

④
製
品
プ
ラ
等
の
対
策
と
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
き
て

い
る
製
品（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、ハ
ン
ガ
ー
、プ
ラ
ン
タ
ー
、じ
ょ

う
ろ
、ち
り
取
り
な
ど
）も
分
別
の
対
象
に
加
え
て
い
く
。

令
和
８
年
４
月
を
目
途
に
進
め
て
い
く
。リ
ユ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、赤
磐
市
は「
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
で
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
」の
運
営
を
し
て
お
り
、瀬
戸
内
市
で
は「
も
っ
た
い
な

い
市
、リ
サ
イ
ク
ル
工
房
な
ど
」が
運
営
し
て
お
り
、和
気
町

も
こ
う
い
っ
た
取
組
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

  

　 太
田 

町
長

⑤『
ジ
モ
テ
ィ
ー
』は
研
究
し
、和
気
町
に
つ
い
て
も
リ
ユ
ー
ス
の

方
向
を
今
後
模
索
し
、民
間
企
業
と
も
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

管理に苦慮している町道

※おかやまアダプト
活動団体として認定を受けた住民や企業が、道路・河川などを定期的に清掃・美化活動を行うもので、
町内の認定件数は70件。

※基準財政需要額
各地方団体の財政需要を合理的に測定するため
に、当該団体において算出された額。

※世界バラ会議
今年５月に福山市で開催（３年に１度の開催）される世界最大のバラに関する国際会議のことで、４０か国が加盟する世
界バラ会連合会が主催する。大会には、バラの研究家、生産者、愛好家など、世界のバラの関係者、約６００人から７００
人が一堂に会し、バラの講義や庭園ツアー、優秀庭園賞の決定、殿堂入りのバラの審査、決定などが行われる。本会議
は、５月１８日から２４日までの７日間。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
現
在
の
町
道
は
９
５
１
路
線
・
総
延
長
は
３
４
９
㎞
。

そ
の
う
ち
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
主
要
道
の一
部
に
つ
い
て
は
、

路
肩
の
草
刈
り
な
ど
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。そ
の
他

の
町
道
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
に
お
い
て
草
刈
り
な
ど
協

力
願
っ
て
い
る
。

動画はこちら

  

　
町
道
の
路
線
数
と
総
延
長
は
。ま
た
、そ
の
管

理
状
況
は
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
町
道
管
理
に
対
す
る
基
準
財
政
需
要
額
※
は
町
道
の

延
長
と
面
積
な
ど
で
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
数
値

  

　
和
気
町
へ
交
付
さ
れ
て
い
る
道
路
関
係
の
基

準
財
政
需
要
額
と
そ
の
積
算
は
。

  

　太
田 

町
長

　
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
も
苦
慮

し
て
い
る
。町
政
懇
談
会
の
２
会
場
で
意
見
を
い
た
だ
い
た

が
地
域
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。人
口

減
と
高
齢
化
の
進
む
中
、
地
域
と
の
委
託
契
約
が
で
き
、

地
域
住
民
の
方
の
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
感
謝
し
た
い
。

  

　
今
回
の
町
政
懇
談
会
で
も一部
の
会
場
で
道
路

管
理
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。太

田
町
長
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
針
に
沿
う
事
業
だ
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
苦
慮
し
て
い
る
状
況
だ
。

地
元
区
と
の
委
託
契
約
に
よ
り
、
是
非
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

  

　
中
山
間
地
域
で
は
人
口
減
と
高
齢
化
に
よ
り
、

町
道
は
も
と
よ
り
農
道
・
林
道
・
河
川
な
ど
の
維

持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
だ
。１０
軒
あ
っ
た

集
落
も
３
軒
と
な
り
高
齢
者
の
み
の
集
落
や
、

５・
６
軒
あ
っ
た
集
落
も
消
滅
し
つ
つ
あ
る
状
況

も
見
受
け
ら
れ
る
。多
額
の
交
付
税
措
置
が
あ
る

と
は
い
え
、和
気
町
の
財
政
状
況
か
ら
し
て
、す

べ
て
の
町
道
の
維
持
管
理
を
行
政
が
業
者
委
託

で
実
施
す
る
こ
と
は
到
底
無
理
だ
と
は
認
識
し

て
い
る
。そ
こ
で
、岡
山
県
が
実
施
し
て
い
る
お

か
や
ま
ア
ダ
プ
ト※
に
準
じ
た
和
気
町
型
ア
ダ
プ

ト
事
業
は
展
開
で
き
な
い
か
。例
え
ば
、ラ
ン
ク

付
け
し
、Ａ
ラ
ン
ク
は
雑
木
等
の
徐
去
の
必
要
な

道
路
、Ｂ
ラ
ン
ク
は
、道
路
の
法
面
の
大
き
い
道

路
、Ｃ
ラ
ン
ク
は
、路
肩
の
草
刈
り
の
み
と
し
、各

行
政
区
と
委
託
契
約
し
、地
域
の
出
会
い
仕
事
を

助
成
で
き
な
い
か
。

  

　西
本 

産
業
建
設
部
長

　
町
道
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
舗
装
の
パ
ッ
チ
ン
グ
、

主
要
道
の
草
刈
り
・
支
障
木
の
伐
採
処
理
な
ど
が
主
な

事
業
だ
。通
常
の
年
間
経
費
に
つ
い
て
は
、
舗
装
修
繕
工
事

に
約
1
4
0
0
万
円
、路
肩
の
草
刈
り
及
び
支
障
木
の
除

去
な
ど
に
約
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

  

　
町
道
の
通
常
管
理
の
状
況
と
年
間
経
費
は
。

地
域
の
協
力
を
得
て

実
施
へ
向
け
検
討
し
た
い

和
気
町
型
ア
ダ
プ
ト

事
業
を
展
開
で
き
な
い
か

山
本 

泰
正 

議
員

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
額
は
近
年
の
平
均
で
約
１
億
６
千

万
円
だ
。

ご
み
問
題
の
解
決
方
法
は
。

①
現
在
の
和
気
町
の
ご
み
の
量
は
。

②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
能
力
は
。

③
今
後
の
対
応
は
。

④
リ
ユ
ー
ス
や
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別

収
集
の
具
体
策
は
。

⑤『 

ジ
モ
ティ
ー
※
』は
知
っ
て
い
る
か
。

　  太
田 

町
長

③
日
笠
バ
ラ
園
の
今
後
に
つ
い
て
は
、地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い

く
の
が
必
要
と
考
え
る
。管
理
を
す
る
方
の
高
齢
化
の
実
態
も
あ
り
、

今
以
上
に
広
げ
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。楽
し
み
に
し
て
来
る

方
も
多
い
の
で
、期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
、今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
よ
り
よ
い
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　『
ジ
モ
テ
ィ
ー
』を
活
用
し
て
、愛
知
県
名
古
屋
市

は
官
民
連
携
の
リ
ユ
ー
ス
拠
点（
ジ
モ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ

ト
名
古
屋
）今
年
10
月
開
設
し
、１
か
月
間
で
約

３
２
０
０
t
の
ご
み
の
減
量
を
試
算
し
て
い
る
。和
気

町
も
こ
れ
に
倣
い
、不
用
品
を
リ
ユ
ー
ス
、民
間
連
携

リ
ユ
ー
ス
事
業
と
し
て
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

意
見

※ジモティー
様々な情報を都道府県別や市
区町村別に一覧した民間情報
サイト。『売ります・あげます情
報』『不動産情報』『求人情報』
等カテゴリー別に、利用者の目
的に応じて分類された情報が掲
載され、利用者は無料で情報交
換することが可能。誰でも簡単
に利用できることから、月間で約
１千万人に利用されている。
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Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表
紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民
の笑顔やイベント行事などの写真をお送りく
ださい。
　採用になったお写真は、『議会だより』表紙
に掲載するとともに、誌面で紹介させていた
だきます。また、和気町ＰＲグッズを差し上げ
ます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームペー
ジをご覧いただくか、事務局までお問い合わ
せください。

写真はイメージです。

　編
集
委
員
会
委
員
と
し
て
2
年

間
、議
会
広
報
誌
の
編
集
に
携
わ
り

ま
し
た
。そ
の
間
、私
な
り
に
目
指

し
た
も
の
は
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。

い
く
ら
立
派
な
議
会
で
あ
っ
て
も
、

町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
手
段
の
一

つ
で
あ
る
広
報
誌
の
正
確
性
や
、品

質
が
低
け
れ
ば
台
無
し
に
な
り
ま

す
。と
は
い
え
、大
き
な
失
敗
も
あ

り
、反
省
ば
か
り
で
す
が
、お
か
げ

さ
ま
で
何
と
か
8
回
の
編
集
を
終

え
ま
し
た
。

　さ
て
、和
気
町
の
議
会
広
報
誌
に

は
、多
く
の
Q
R
コ
ー
ド
が
つ
い
て

い
ま
す（
今
号
は
15
か
所
）。ス
マ
ホ

を
か
ざ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、簡
単

に
そ
の
部
分
の
動
画
が
再
生
さ
れ

ま
す
。議
会
広
報
誌
は
、要
約
で
あ

り
、フ
ル
映
像
へ
導
く
手
段
で
も
あ

り
ま
す
。正
確
な
内
容
は
映
像
で
ご

確
認
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

　（我
澤 

隆
司
）

編
集
後
記

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyoseijoho/wakichogikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

和気町議会

第75号
令和6年
12月定例会

❹ 12月定例会より　❻ 質疑と答弁　❽ 委員長報告　❾ 一般質問

❷ 視察報告 総務文教常任委員会

「笑顔と幸せに包まれた一年になーれ」

今月の表紙

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町大中山
議会広報編集委員会
大中山では毎年1月2日に獅子舞がやって
きます。訪問先ではお正月に集まったご家
族皆さんが出迎えます。かわいい笑顔弾け
るベストショットが撮れました。

一部加工・トリミングして掲載しています。


